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『
論
語
集
注
』
訳
注
（
子
罕
第
九 （
一
））　
孫
　
路
易

（1）

凡
三
十
章
。

全
部
で
三
十
章
。

第
一
章

子
罕
言
利
與
命
與
仁
。

（「
利
」
と
は
、
こ
こ
で
は
、
た
だ
貨
財
を
求
め
る
こ
と
だ
け
を
「
利
」
と
す
る

の
で
は
な
く
、「
私
」
を
も
っ
て
「
公
」
を
滅
ぼ
し
、
自
分
の
利
益
に
な
る
よ
う

に
す
る
こ
と
な
ど
、
凡
そ
「
天
理
」（
つ
ま
り
事
物
の
性
質
）
を
損
な
う
こ
と
は

す
べ
て
「
利
」
と
さ
れ
て
い
る
。
朱
子
に
あ
っ
て
は
、「
利
と
は
、
人
情
の
欲
す

る
所
」
だ
か
ら
、
聖
人
で
も
「
利
」
を
不
要
な
も
の
と
は
し
て
お
ら
ず
、
た
だ
こ

の
「
利
」
は
、「
利
は
義
の
和
」「
義
を
以
て
利
と
為
す
」
と
し
て
の
「
利
」
で
あ

り
、
事
を
行
う
際
に
は
た
だ
様
々
な
事
物
の
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
に
従
っ
て
行
っ
て

い
け
ば
、
事
物
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
性
質
に
適
し
た
存
在
状
態
で
存
在
す
る
こ
と
を

得
て
、
互
い
に
侵
し
た
り
僭
越
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、「
利
」
が
自
ず

と
そ
の
中
に
あ
る
の
だ
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。「
命
」
は
、
吉
凶
、
禍
福
、
貴
賤
、

得
喪
、
寿
夭
、
窮
通
（
つ
ま
り
、
ち
ょ
う
ど
良
い
存
在
状
態
で
存
在
す
る
こ
と
を

得
て
い
る
の
が
「
通
」、「
通
」
で
な
け
れ
ば
す
な
わ
ち
「
窮
」、
と
い
う
こ
と
）

は
皆
「
命
」
と
さ
れ
る
が
、「
命
」
は
「
理
」
で
言
う
も
の
も
あ
れ
ば
、「
気
」
で

言
う
も
の
も
あ
り
、
天
の
人
に
賦
与
す
る
も
の
は
「
理
」
で
、
人
の
寿
夭
、
窮
通

の
所
以
の
も
の
は
「
気
」
で
あ
る
。「
命
の
理
」
は
、
人
間
に
お
い
て
言
え
ば
、

つ
ま
り
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
備
わ
る「
仁
義
礼
智
の
性
」の
こ
と
で
あ
る
。「
仁
」

は
、天
地
の
万
物
を
生
ず
る
「
心
」（「
徳
」）
で
あ
る
が
、人
間
が
得
て
そ
れ
に
よ
っ

て
生
き
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
人
間
に
お
い
て
は
、「
仁
」（
義
礼
智
が
そ
れ
に
含

ま
れ
る
）
は
「
心
」
の
「
徳
」（「
性
」）
で
あ
り
、「
愛
」（
惻
隠
の
「
情
」）
の
「
理
」

（「
性
」）
で
あ
る
。「
仁
の
道
」
は
、
た
だ
「
公
」
に
過
ぎ
な
い
。「
公
」
は
「
仁
」

の
方
法
で
あ
り
、
人
が
悉
く
「
私
意
」（
つ
ま
り
私
意
・
憶
測
）
を
除
去
し
て
「
私

意
」
の
隔
た
り
が
な
け
れ
ば
「
公
正
」（「
公
」、
つ
ま
り
「
事
物
の
性
質
に
従
っ

て
言
動
す
る
こ
と
）
で
あ
る
。）

孔
子
は
、
利
と
命
と
仁
、
そ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
多
く
語
る
の
を
避
け
ら
れ
て

い
た
。

（「
仁
」
に
つ
い
て
多
く
語
る
と
、
人
が
「
仁
」
を
軽
視
し
て
「
力
行
」（
つ
ま
り

身
を
も
っ
て
努
め
て
実
行
す
る
こ
と
）
を
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
言
わ
な
け
れ
ば
、

人
が
「
利
」
と
は
何
か
、「
命
」
と
は
何
か
、「
仁
」
と
は
何
か
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
ら
、
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
。
だ
が
、「
利
」
を
多
く
語
ら
な

い
け
ど
、
言
う
こ
と
は
「
利
」
で
な
い
も
の
は
な
い
し
、「
命
」
を
多
く
語
ら
な

い
け
ど
、
言
う
こ
と
は
「
命
」
で
な
い
も
の
は
な
い
し
、「
仁
」
を
多
く
語
ら
な

い
け
ど
、
言
う
こ
と
は
「
仁
」
で
な
い
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。）

集
注

　

罕
、
少
也
。
程
子
曰
、
計
利
則
害
義
、
命
之
理
微
、
仁
之
道
大
、
皆
夫
子
所
罕
言
也
。
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「
罕
」
は
、「
少
」（
つ
ま
り
、「
稀
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、「
罕
言
」
と
は
、

多
く
語
る
の
を
避
け
る
こ
と（
１
））

で
あ
る
。
程
子
（
程
頤（
２
））

が
言
っ
た
。「「
利
を
計
れ
ば

則
ち
義
を
害
し
）」（
つ
ま
り
、（「
利
」
と
は
、
た
だ
貨
財
を
求
め
る
こ
と
だ
け
を
「
利
」

と
す
る
の
で
は
な
く
、「
私
」
を
も
っ
て
「
公
」
を
滅
ぼ
し
、
自
分
の
利
益
に
な
る
よ
う

に
す
る
こ
と
な
ど
、
凡
そ
「
天
理
」（
つ
ま
り
事
物
の
性
質
）
を
損
な
う
こ
と
は
す
べ
て

「
利
」
と
さ
れ
て
い
る
、と
い
う
こ
と（
３
））
の
「
利
」
を
計
れ
ば
「
義
」（「
天
理
の
宜
し
き
所
」、

つ
ま
り
、
事
を
行
う
際
に
は
た
だ
「
天
理
」（
つ
ま
り
事
物
の
性
質
）
に
従
っ
て
行
っ
て

い
て
、「
人
欲
」（
つ
ま
り
私
意
・
憶
測
）
の
歪
み
が
な
い
、
と
い
う
こ
と（
４
））
を
損
い
）、（
朱

子
に
あ
っ
て
は
、「
利
と
は
、
人
情
の
欲
す
る
所
」
だ
か
ら
、
聖
人
で
も
「
利
」
を
不
要

な
も
の
と
は
し
て
お
ら
ず
、
た
だ
そ
の
「
利
」
は
、「
利
は
義
の
和
」「
義
を
以
て
利
と

為
す
」
と
し
て
の
「
利
」
で
あ
り
、
事
を
行
う
際
に
は
た
だ
様
々
な
事
物
の
そ
れ
ぞ
れ

の
性
質
に
従
っ
て
行
っ
て
い
け
ば
、
事
物
が
そ
れ
ぞ
れ
の
そ
の
性
質
に
適
し
た
存
在
状

態
で
存
在
す
る
こ
と
を
得
て
、
互
い
に
侵
し
た
り
僭
越
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、

「
利
」
が
自
ず
と
そ
の
中
に
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、「
例
え
ば
『
易
』
に
い

う
「
大
川
を
涉
る
に
利
ろ
し
」
は
、
こ
れ
は
船
を
利
用
す
る
こ
と
に
「
利
」（
つ
ま
り
川

を
渡
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
）
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」
と
い
う
よ
う
な
実
例

も
挙
げ
て
い
る（
５
）。）「
命
の
理
は
微
に
し
て
」（「
命
の
理
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
吉
凶
、

禍
福
、貴
賤
、得
喪
、寿
夭
、窮
通
は
皆
「
命
」
と
さ
れ
る
が
、「
命
は
た
だ
「
窮
通
」（「
處

得
恰
好
處
便
是
通
」（
ち
ょ
う
ど
良
い
居
場
所
に
居
ら
れ
る
、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
「
通
」）、

つ
ま
り
、
ち
ょ
う
ど
良
い
存
在
状
態
で
存
在
す
る
こ
と
を
得
て
い
る
の
が
「
通
」、「
通
」

で
な
け
れ
ば
す
な
わ
ち
「
窮
」、
と
い
う
こ
と
）
の
命
。」
と
す
る
。「
命
」
は
た
だ
一
つ

の
「
命
」
に
過
ぎ
な
い
が
、「
理
」
で
言
う
も
の
が
あ
れ
ば
、「
気
」
で
言
う
も
の
も
あ
る
。

天
の
人
に
賦
与
す
る
も
の
は
「
理
」
で
あ
り
、
人
の
寿
夭
、
窮
通
の
所
以
と
な
る
も
の

は
「
気
」
で
あ
る
。「
命
の
理
」
と
は
、
人
間
に
お
い
て
言
え
ば
、
つ
ま
り
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
備
わ
る
「
仁
義
礼
智
の
性
」
の
こ
と（
６
））
は
「
微
」（「
理
精
微
而
難
言
」（
理
は

精
微
で
あ
っ
て
説
明
し
に
く
い
）、
つ
ま
り
、
精
微
）
で
あ
り
）、（
も
し
専
ら
「
命
」
に

委
ね
る
と
、
人
間
が
事
を
行
う
こ
と
を
や
め
て
し
ま
う
か
ら
、
そ
れ
故
に
、
孔
子
は
「
命
」

に
つ
い
て
多
く
語
る
の
を
避
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。）「
仁
の
道
大
な
り
。」（「
仁
」

と
は
、
天
地
の
万
物
を
生
ず
る
「
心
」（「
徳
」）
で
あ
っ
て
、
人
間
が
得
て
そ
れ
に
よ
っ

て
生
き
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
人
間
に
お
い
て
は
、「
仁
」（
義
礼
智
が
そ
れ
に
含
ま
れ
る
）

は
「
心
」
の
「
徳
」（「
性
」）
で
あ
り
、「
愛
」（
つ
ま
り
惻
隠
の
「
情
」）
の
「
理
」（
つ

ま
り
「
性
」「
則
」）
で
あ
る
。「
仁
の
道
」
と
は
、「
仁
」
は
「
理
」
で
、
人
は
「
物
」
で
、

「
仁
」
は
人
が
人
と
な
る
所
以
の
「
理
」
で
あ
っ
て
、「
仁
」
の
「
理
」
が
人
の
身
体
に

内
在
し
て
離
れ
な
い
状
態
に
お
い
て
そ
れ
が
「
道
」
と
称
さ
れ
る
、と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
仁
の
道
」
は
、
た
だ
「
公
」
に
過
ぎ
な
い
。「
公
」
は
「
仁
」
の
方
法
で
あ
り
、
人
が

悉
く
「
私
意
」（
つ
ま
り
私
意
・
憶
測
）
を
除
去
し
て
「
私
意
」
の
隔
た
り
が
な
け
れ
ば

公
正（「
公
」、つ
ま
り
事
物
の
性
質
に
従
っ
て
言
動
す
る
こ
と
）で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、「
仁

の
道（
７
）」）
は
「
大
」（「
広
大
」
の
意
で
あ
る
が
、「
公
是
箇
廣
大
無
私
意
」、
つ
ま
り
、「
公
」

と
は
、
広
大
で
あ
っ
て
「
私
意
」（
つ
ま
り
私
意
・
憶
測
）
が
な
い
と
い
う
こ
と
）
で
あ

る
。）
そ
れ
ら
の
こ
と
は
皆
、
孔
子
が
多
く
語
る
の
を
避
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。」

注
：

（
1
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
言
利
章
「
罕
言
者
、
不
是
不
言
、
又
不
可
多
言
、

特
罕
言
之
耳
。」
又
「「
子
罕
言
利
、
與
命
、
與
仁
。」
非
不
言
、
罕
言
之
爾
。」

（
2
）�『
程
氏
經
說
』
巻
七
「
論
語
説
」
子
罕
「
子
罕
言
利
與
命
與
仁
。
計
利
則
害
義
、

命
之
理
微
、
仁
之
道
大
、
皆
所
罕
言
也
。」

（
3
）�『
論
語
集
注
』
雍
也
「
子
謂
子
夏
曰
、女
為
君
子
儒
、無
為
小
人
儒
。」
朱
子
注
「
謝

氏
曰
、
君
子
小
人
之
分
、
義
與
利
之
閒
而
已
。
然
所
謂
利
者
、
豈
必
殖
貨
財
之
謂
。

以
私
滅
公
、
適
己
自
便
、
凡
可
以
害
天
理
者
皆
利
也
。」『
論
語
集
注
』
里
仁
「
子

曰
、
君
子
喻
於
義
、
小
人
喻
於
利
。」
朱
子
注
「
喻
、
猶
曉
也
。
義
者
、
天
理
之

所
宜
。
利
者
、
人
情
之
所
欲
。」『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
言
利
章
「
利
、

誰
不
要
。
才
專
說
、
便
一
向
向
利
上
去
。」
ま
た
「
問
「
子
罕
言
利
」。
曰
「
利

最
難
言
。
利
不
是
不
好
。
但
聖
人
方
要
言
、
恐
人
一
向
去
趨
利
。
方
不
言
、
不

應
是
教
人
去
就
害
、
故
但
罕
言
之
耳
。」
ま
た
「
利
亦
不
是
不
好
底
物
事
、
才
專
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說
利
、
便
廢
義
。」

（
4
）�「
義
者
、
天
理
之
所
宜
。」（
本
章
の
注
（
3
））『
論
語
集
注
』
學
而
「
信
近
於
義
、

言
可
復
也
。」
朱
子
注
「
義
者
、
事
之
宜
也
。」『
論
語
集
注
』
子
路
「
上
好
義
、

則
民
莫
敢
不
服
。」
朱
子
注
「
好
義
、
則
事
合
宜
。」『
孟
子
集
注
』
梁
惠
王
章
句

上
「
王
何
必
曰
利
。
亦
有
仁
義
而
已
矣
。」
朱
子
注
「
仁
者
、
心
之
德
、
愛
之
理
。

義
者
、心
之
制
、事
之
宜
也
。」『
孟
子
集
注
』
離
婁
章
句
上
「
義
、人
之
正
路
也
。」

朱
子
注
「
義
者
、
宜
也
、
乃
天
理
之
當
行
、
無
人
欲
之
邪
曲
、
故
曰
正
路
。」

（
5
）�『
朱
子
語
類
』
易
四
・
乾
上
「「
利
者
義
之
和
。」
義
是
箇
有
界
分
斷
制
底
物
事
、

疑
於
不
和
。
然
使
物
各
得
其
分
、
不
相
侵
越
、
乃
所
以
為
和
也
。」『
朱
子
語
類
』

論
語
十
八
・
子
罕
言
利
章
「
罕
言
利
者
、
蓋
凡
做
事
只
循
這
道
理
做
去
、
利
自

在
其
中
矣
。
如
「
利
涉
大
川
」、「
利
用
行
師
」、聖
人
豈
不
言
利
。
但
所
以
罕
言
者
、

正
恐
人
求
之
則
害
義
矣
。」
ま
た
「
問
「「
子
罕
言
利
」、
孔
子
自
不
曾
說
及
利
、

豈
但
罕
言
而
已
。」
曰
「
大
易
一
書
所
言
多
矣
。
利
、
只
是
這
箇
利
。
若
只
管
說

與
人
、
未
必
曉
得
「
以
義
為
利
」
之
意
、」
却
一
向
只
管
營
營
貪
得
計
較
。」『
朱

子
語
類
』
易
一
・
綱
領
上
之
上
・
卜
筮
「
易
本
為
卜
筮
設
。
如
曰
「
利
涉
大
川
」、

是
利
於
行
舟
也
。「
利
有
攸
往
」、
是
利
於
啟
行
也
。」

（
6
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
言
利
章
「
罕
言
命
者
、
凡
吉
凶
禍
福
皆
是
命
。

若
儘
言
命
、
恐
人
皆
委
之
於
命
、
而
人
事
廢
矣
、
所
以
罕
言
。」
ま
た
「
命
只
是

一
箇
命
、
有
以
理
言
者
、
有
以
氣
言
者
。
天
之
所
以
賦
與
人
者
、
是
理
也
。
人

之
所
以
壽
夭
窮
通
者
、
是
氣
也
。
理
精
微
而
難
言
、
氣
數
又
不
可
盡
委
之
而
至

於
廢
人
事
、
故
聖
人
罕
言
之
也
。」
ま
た
「
問
、
子
所
罕
言
之
命
、
恐
只
是
指
夫

人
之
窮
通
者
言
之
。
今
范
陽
尹
氏
皆
以
「
盡
性
」、「
知
性
」
為
言
、
不
求
之
過
否
。

曰
、
命
、
只
是
窮
通
之
命
。」『
朱
子
語
類
』
易
十
一
・
上
繋
下
・
右
第
十
一
章
「
問
、

易
中
多
言
「
變
通
」、「
通
」
字
之
意
如
何
。
曰
、
處
得
恰
好
處
便
是
通
。
問
、「
往

來
不
窮
謂
之
通
」、
如
何
。
曰
、
處
得
好
、
便
不
窮
。
通
便
不
窮
、
不
通
便
窮
。
問
、

「
推
而
行
之
謂
之
通
」、如
何
。
曰
、「
推
而
行
之
」、便
就
這
上
行
將
去
。
且
如
「
亢

龍
有
悔
」、
是
不
通
了
。
處
得
來
無
悔
、
便
是
通
。
變
是
就
時
、
就
事
上
說
、
通

是
就
上
面
處
得
行
處
說
、故
曰
「
通
其
變
」。
只
要
常
教
流
通
不
窮
。
問
、如
「
貧

賤
、
富
貴
、
夷
狄
、
患
難
」、
這
是
變
。「
行
乎
富
貴
、
行
乎
貧
賤
、
行
乎
夷
狄
、

行
乎
患
難
」、
至
於
「
無
入
而
不
自
得
」、
便
是
通
否
。
曰
、
然
。」『
朱
子
語
類
』

論
語
十
八
・
子
罕
言
利
章
「
命
有
二
、「
天
命
」
之
「
命
」
固
難
說
。
只
貴
賤
得

喪
委
之
於
命
、
亦
不
可
。」

（
7
）�『
中
庸
章
句
』
第
二
十
章
「
故
為
政
在
人
、
取
人
以
身
、
脩
身
以
道
、
脩
道
以
仁
。」

朱
子
注
「
仁
者
、
天
地
生
物
之
心
、
而
人
得
以
生
者
、
所
謂
元
者
善
之
長
也
。

言
人
君
為
政
在
於
得
人
、而
取
人
之
則
又
在
脩
身
。」『
周
易
本
義
』
文
言
傳
「
元

者
、
善
之
長
也
。
亨
者
、
嘉
之
㑹
也
。
利
者
、
義
之
和
也
。
貞
者
、
事
之
幹
也
。」

朱
子
注
「
元
者
、
生
物
之
始
、
天
地
之
德
莫
先
於
此
、
故
於
時
為
春
、
於
人
則

為
仁
、
而
衆
善
之
長
也
。」『
論
語
集
注
』
學
而
「
君
子
務
本
、
本
立
而
道
生
。

孝
弟
也
者
、
其
為
仁
之
本
與
。」
朱
子
注
「
仁
者
、
愛
之
理
、
心
之
德
也
。」『
論

語
集
注
』
雍
也
「
回
也
、
其
心
三
月
不
違
仁
。」
朱
子
注
「
仁
者
、
心
之
德
。
心

不
違
仁
者
、
無
私
欲
而
有
其
德
也
。」『
論
語
集
注
』
述
而
「
依
於
仁
。」「
若
聖

與
仁
、
則
吾
豈
敢
。」
朱
子
注
「
依
者
、
不
違
之
謂
。
仁
、
則
私
欲
盡
去
而
心
德

之
全
也
。」「
仁
、
則
心
德
之
全
而
人
道
之
備
也
。」『
論
語
集
注
』
泰
伯
「
仁
以

為
己
任
、
不
亦
重
乎
。」
朱
子
注
「
仁
者
、
人
心
之
全
德
、
而
必
欲
以
身
體
而
力

行
之
、
可
謂
重
矣
。」『
孟
子
集
注
』
公
孫
丑
章
句
上
「
惻
隱
之
心
、
仁
之
端
也
。

羞
惡
之
心
、義
之
端
也
。
辭
讓
之
心
、禮
之
端
也
。
是
非
之
心
、智
之
端
也
。」「
如

恥
之
、
莫
如
為
仁
。」
朱
子
注
「
惻
隱
、
羞
惡
、
辭
讓
、
是
非
、
情
也
。
仁
、
義
、

禮
、
智
、
性
也
。
心
、
統
性
情
者
也
。
端
、
緒
也
。
因
其
情
之
發
、
而
性
之
本

然
可
得
而
見
、
猶
有
物
在
中
而
緒
見
於
外
也
。」「
不
言
智
、
禮
、
義
者
、
仁
該

全
體
。
能
為
仁
、
則
三
者
在
其
中
矣
。」『
孟
子
集
注
』
盡
心
章
句
下
「
孟
子
曰
、

仁
也
者
、
人
也
。
合
而
言
之
、
道
也
。」
朱
子
注
「
仁
者
、
人
之
所
以
為
人
之
理
也
。

然
仁
、理
也
。
人
、物
也
。
以
仁
之
理
、合
於
人
之
身
而
言
之
、乃
所
謂
道
者
也
。」

『
朱
子
語
類
』
程
子
之
書
一
「
問
、「
仁
之
道
、
只
消
道
一
「
公
」
字
。
公
是
仁

之
理
、
公
而
以
人
體
之
、
故
曰
仁
。」
竊
謂
仁
是
本
有
之
理
、
公
是
克
己
功
夫
到
處
。
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公
、
所
以
能
仁
。
所
謂
「
公
而
以
人
體
之
」
者
、
若
曰
己
私
既
盡
、
只
就
人
身

上
看
、
便
是
仁
。
體
、
猶
骨
也
、
如
「
體
物
不
可
遺
」
之
「
體
」、「
貞
者
事
之
幹
」

之
類
、
非
「
體
認
」
之
「
體
」
也
。
曰
、
公
是
仁
之
方
法
、
人
是
仁
之
材
料
。

有
此
人
、
方
有
此
仁
。
蓋
有
形
氣
、
便
具
此
生
理
。
若
無
私
意
間
隔
、
則
人
身

上
全
體
皆
是
仁
。
如
無
此
形
質
、
則
生
意
都
不
湊
泊
他
。
所
謂
「
體
」
者
、
便

作
「
體
認
」
之
「
體
」、
亦
不
妨
。
體
認
者
、
是
將
此
身
去
裏
面
體
察
、
如
中
庸

「
體
群
臣
」
之
「
體
」
也
。」『
朱
子
語
類
』
論
語
八
・
里
仁
篇
上
・
惟
仁
者
能
好

人
能
惡
人
章
「
居
父
問
、
仁
者
動
靜
皆
合
正
理
、
必
有
定
則
、
凡
可
好
可
惡
者
、

皆
湊
在
這
則
子
上
、
所
以
「
能
好
人
、
能
惡
人
」。」
曰
、
然
。
程
子
所
以
說
「
得

其
公
正
是
也
」。
惟
公
然
後
能
正
、公
是
箇
廣
大
無
私
意
、正
是
箇
無
所
偏
主
處
。」

『
朱
子
語
類
』
孟
子
九
・
告
子
上
・
性
無
善
無
不
善
章
「「
天
生
蒸
民
、有
物
有
則
。」

蓋
視
有
當
視
之
則
、
聽
有
當
聽
之
則
、
如
是
而
視
、
如
是
而
聽
、
便
是
。
不
如

是
而
視
、
不
如
是
而
聽
、
便
不
是
。
謂
如
「
視
遠
惟
明
、
聽
德
惟
聰
」。
能
視
遠

謂
之
明
、
所
視
不
遠
、
不
謂
之
明
。
能
聽
德
謂
之
聰
、
所
聽
非
德
、
不
謂
之
聰
。

視
聽
是
物
、
聰
明
是
則
。
推
至
於
口
之
於
味
、
鼻
之
於
臭
、
莫
不
各
有
當
然
之
則
。

所
謂
窮
理
者
、
窮
此
而
已
。」『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
言
利
章
「
仁
之

理
至
大
、
數
言
之
、
不
惟
使
人
躐
等
、
亦
使
人
有
玩
之
之
心
。
蓋
舉
口
便
說
仁
、

人
便
自
不
把
當
事
了
。」
ま
た
、「
罕
言
仁
者
、
恐
人
輕
易
看
了
、
不
知
切
己
上

做
工
夫
。
然
聖
人
若
不
言
、
則
人
又
理
會
不
得
如
何
是
利
、
如
何
是
命
、
如
何

是
仁
、
故
不
可
不
言
。
但
雖
不
言
利
、
而
所
言
者
無
非
利
。
雖
不
言
命
、
而
所

言
者
無
非
命
。
雖
不
言
仁
、
而
所
言
者
無
非
仁
。」
ま
た
、「
問
、
子
罕
言
仁
、

論
語
何
以
說
仁
亦
多
。
曰
、
聖
人
也
不
容
易
說
與
人
、
只
說
與
幾
箇
向
上
底
。」

ま
た
、「
仁
在
學
者
力
行
。」
ま
た
、「
仁
、
學
者
所
求
、
非
不
說
、
但
不
常
常
把

來
口
裏
說
。」
ま
た
、「
只
管
說
仁
之
弊
、
於
近
世
胡
氏
父
子
見
之
。
踢
著
脚
指

頭
便
是
仁
、
少
間
都
使
人
不
去
窮
其
理
是
如
何
、
只
是
口
裏
說
箇
「
仁
」
字
、

便
有
此
等
病
出
來
。」

第
二
章

達
巷
黨
人
曰
、
大
哉
孔
子
、
博
學
而
無
所
成
名
。
子
聞
之
、
謂
門
弟
子
曰
、
吾
何

執
。
執
御
乎
、
執
射
乎
。
吾
執
御
矣
。

（
朱
子
に
あ
っ
て
は
、「
博
学
」
と
は
、
具
体
的
な
内
容
と
し
て
「「
詩
書
」（
孔

子
が
編
纂
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
詩
経
や
書
経
）
や
「
六
芸
」（「「
礼
」（
吉
・

凶
・
軍
・
賓
・
嘉
の
五
礼
の
礼
儀
作
法
）、「
楽
」（
音
楽
）、「
射
」（
弓
術
）、「
御
」

（
馬
車
を
操
る
術
）、「
書
」（
文
字
学
）、「
数
」（
算
術
））
の
文
」、「
論
語
、
孟
子
、

大
学
、
中
庸
、
史
、
諸
子
百
家
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
は
、「
天
地
万
物

の
理
、修
己
治
人
の
方
法
」
を
尽
く
窮
め
る
こ
と
で
あ
り
、即
ち
「
致
知
」「
格
物
」

の
こ
と
で
あ
る
。
本
章
に
い
う
「
博
学
」
と
は
、
広
く
「
六
芸
」
を
す
べ
て
学
ん

で
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。）

達
巷
と
い
う
「
党
」（
行
政
区
域
の
一
つ
で
、
五
百
世
帯
が
「
党
」
と
さ
れ
る
）

の
人
が
言
っ
た
。「
博
学
の
方
だ
ね
、
孔
子
は
。
広
く
学
ば
れ
て
（「
六
芸
」
の
中

の
「
一
芸
」
を
も
っ
て
）
名
声
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。」
孔
子
は
そ
れ

を
聞
か
れ
て
、弟
子
た
ち
に
言
わ
れ
た
。「
私
は
何
か
一
つ
の
技
芸
を
し
よ
う
。「
御
」

を
し
よ
う
か
、「
射
」
を
し
よ
う
か
。
私
は
「
御
」
を
し
よ
う
（
つ
ま
り
、
馬
車

操
縦
の
仕
事
を
す
る
者
に
な
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
）。」

集
注

　

達
巷
、
黨
名
。
其
人
姓
名
不
傳
。
博
學
無
所
成
名
、
蓋
美
其
學
之
博
而
惜
其
不
成
一

藝
之
名
也
。

　

執
、
專
執
也
。
射
御
皆
一
藝
、
而
御
為
人
僕
、
所
執
尤
卑
。
言
欲
使
我
何
所
執
以
成

名
乎
。
然
則
吾
將
執
御
矣
。
聞
人
譽
己
、承
之
以
謙
也
。
〇
尹
氏
曰
「
聖
人
道
全
而
德
備
、

不
可
以
偏
長
目
之
也
。
達
巷
黨
人
見
孔
子
之
大
、
意
其
所
學
者
博
、
而
惜
其
不
以
一
善

得
名
於
世
、
蓋
慕
聖
人
而
不
知
者
也
。
故
孔
子
曰
、
欲
使
我
何
所
執
而
得
為
名
乎
、
然

則
吾
將
執
御
矣
。」
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訳
　
「
達
巷
」
は
、「
党
」（
五
世
帯
が
「
隣
」、
二
十
五
世
帯
が
「
里
」、
一
万
二
千
五
百
世

帯
が
「
郷
」、
五
百
世
帯
が
「
党
」、「
党
」
は
古
代
の
行
政
区
域
の
一
つ
で
あ
る
。「
闕

党
は
、党
の
名
で
あ
る
。」
と
い
う
よ
う
に
、「
達
巷
」
は
「
党（
１
）」）
の
名
称
で
あ
る
。（「
大

哉
孔
子
、
博
學
而
無
所
成
名
。（
大
な
る
か
な
孔
子
、
博
く
学
び
て
名
を
成
す
所
無
し
。）」

と
言
っ
た
）そ
の
人
の
姓
名
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。「
博
く
学
び
て
名
を
成
す
所
無
し
」は
、

思
う
に
、そ
の
「
学
の
博
き
」（
つ
ま
り
、「
博
学
」
と
い
う
こ
と
。「
学
」
は
、た
だ
「
效
」

（
つ
ま
り
模
倣
す
る
こ
と
）
に
過
ぎ
な
い
。「
知
」（
知
る
こ
と
）
と
「
行
」（
行
う
こ
と
）

に
お
い
て
言
え
ば
、「
学
」
は
あ
く
ま
で
も
「
知
」
に
属
し
、「
理
」
を
講
究
す
る
こ
と
、

書
を
読
ん
で
そ
の
書
を
理
解
す
る
こ
と
、
人
に
尋
ね
て
知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
、

皆
「
学
」
で
あ
る
。
朱
子
に
あ
っ
て
は
、「
博
学
」
と
は
、
具
体
的
な
内
容
と
し
て
「「
詩

書
」（
孔
子
が
編
纂
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
詩
経
や
書
経
）
や
「
六
芸
」（「「
礼
」（
吉
・

凶
・
軍
・
賓
・
嘉
の
五
礼
の
礼
儀
作
法
）、「
楽
」（
音
楽
）、「
射
」（
弓
術
）、「
御
」（
馬

車
を
操
る
術
）、「
書
」（
文
字
学
）、「
数
」（
算
術
））
の
文（
２
）」、「

論
語
、
孟
子
、
大
学
、

中
庸
、
史
、
諸
子
百
家
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
は
、「
天
地
万
物
の
理
、
修
己
治

人
の
方
法
」
を
尽
く
窮
め
る
こ
と
で
あ
り
、
即
ち
「
致
知
」「
格
物
」
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
章
に
い
う
「
博
学
」
と
は
、
広
く
「
六
芸
」
を
す
べ
て
学
ん
で
い
た
、
と
い
う
こ

と（
３
））
を
褒
め
て
、「
一
芸
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、「
六
芸
」
の
中
の
一
つ（
４
））
に
つ
い
て

名
声
を
得
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
を
惜
し
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
「
執
」
は
、「
專
執
」（「
執
」
は
、「
守
」
の
意
で
あ
り
、「
執
礼
」
は
、
礼
を
「
執
守
」

す
る
こ
と
で
あ
り
、
即
ち
礼
を
執
り
行
う
こ
と
で
あ
る
。「
專
執
」
は
、
こ
こ
で
は
、
つ

ま
り
、一
つ
の
技
芸
を
執
る
こ
と（
５
））

で
あ
る
。「
射
」（
弓
術
）
と
「
御
」（
馬
車
を
操
る
術
）

は
ど
れ
も
「
六
芸
」
の
中
の
一
つ
で
あ
る
が
、「
御
」
は
「
人
僕
」（「
僕
」
は
、こ
こ
で
は
、

つ
ま
り
、
馬
車
を
操
縦
す
る
人
の
こ
と
で
あ
る
。「
人
僕
」
は
つ
ま
り
、
人
の
た
め
に
馬

車
操
縦
の
仕
事
を
す
る
人（
６
）

）
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
仕
事
が
最
も
卑
し
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
は
、
私
に
何
か
一
つ
の
技
芸
を
や
ら
せ
て
名
声
を
得
さ
せ
よ
う
と
し
た
い
の

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
私
は
「
御
を
執
る
」（
つ
ま
り
、
馬
車
操

縦
の
仕
事
を
す
る
者
に
な
ろ
う
）。
人
が
自
分
の
こ
と
を
褒
め
る
の
を
聞
か
れ
て
、
謙
虚

な
言
葉
で
答
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。（
だ
い
た
い
聖
人
の
「
謙
辞
」（
つ
ま
り
謙
虚
な

言
葉
）
は
、
原
因
が
な
く
て
発
せ
ら
れ
る
も
の
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る（
７
）。）
〇
尹
氏
（
詳

し
く
は
本
章
の
注
（
10
））
が
言
っ
た
。「「
聖
人
は
道
全
く
し
て
徳
備
は
り
」（
つ
ま
り
、

孔
子
は
「
忠
恕
」
で
な
い
と
こ
ろ
が
な
く
て
心
に
備
わ
っ
て
い
る
仁
の
徳
が
完
全
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
。
聖
人
の
道
は
、
日
常
生
活
に
現
れ
る
も
の
で
、「
精
粗
小
大
、
千
條
萬
目
」

（
つ
ま
り
、「
精
」
と
「
粗
」
ま
た
は
「
小
」
と
「
大
」
の
様
々
な
も
の
が
あ
っ
て
、
そ

の
条
目
（
仁
、
忠
、
慈
、
孝
、
信
、
等
々
）
は
無
数
）
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
皆
「
忠
恕
」

に
余
す
こ
と
な
く
尽
き
る（「
竭
盡
而
無
餘（
竭
尽
し
て
余
す
無
し
）」も
の
で
あ
る
。「
忠
」

は
「
体
」
で
、「
恕
」
は
「
用
」
で
あ
る
。「
忠
」
と
は
、己
を
尽
く
す
こ
と
で
あ
り
、「
恕
」

と
は
、
己
を
推
す
こ
と
で
あ
る
が
、
己
を
尽
く
す
こ
と
は
、「
私
意
無
所
容
而
心
德
全
矣
」

（
私
意
の
容
（
い
）
る
る
所
無
く
し
て
心
の
徳
全
し
）、
つ
ま
り
、
私
意
・
憶
測
の
隔
た

り
が
な
く
て
仁
の
徳
が
欠
け
た
と
こ
ろ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
己
を
推
す
こ

と
は
、「
萬
物
各
得
其
所
」（
万
物
各
々
其
の
所
を
得
る
）、
つ
ま
り
、
万
物
は
そ
れ
ぞ
れ

が
そ
の
様
々
な
性
質
に
応
じ
て
の
存
在
状
態
で
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
あ
る
（
詳
し
く
は
、
拙
著
『
朱
子
哲
学
の
研
究
』（
岡
山
大
学
出
版
会
、
二
〇
二

五
年
）
第
三
章
「
朱
子
の
「
心
」」
と
第
四
章
「
朱
子
の
「
理
」」）。
ま
た
、「
施
諸
己
而

不
願
、亦
勿
施
於
人
（
諸
を
己
に
施
し
て
願
わ
ざ
れ
ば
、亦
た
人
に
施
す
こ
と
勿
れ
）」（
つ

ま
り
、
自
分
の
心
で
他
人
の
心
を
測
っ
て
、
こ
れ
ま
で
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
の

で
あ
れ
ば
、
自
分
に
対
し
て
し
て
ほ
し
く
な
い
こ
と
は
、
ま
た
人
に
対
し
て
も
し
て
は

い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
）
は
、「
忠
恕
」
の
こ
と
で
あ
る（
８
）。）、「
偏
長
」（「
何
か
一
つ

特
別
の
長
所（
９
）」

の
意
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
偏
っ
た
一
つ
の
最
も
得
意
の

技
芸
の
こ
と
）
を
も
っ
て
聖
人
の
こ
と
を
推
し
考
え
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
達
巷

党
の
人
が
孔
子
の
「
大
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
博
学
の
こ
と
）
を
見
て
、
そ
の
学
の
広

い
こ
と
を
思
っ
て
、
そ
の
「
一
善
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
一
つ
の
最
も
得
意
な
技
芸

の
こ
と
）
を
も
っ
て
世
に
お
い
て
名
声
を
得
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
を
惜
し
ん
だ
の
だ
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か
ら
、
そ
も
そ
も
、
孔
子
の
こ
と
を
慕
っ
て
い
る
も
の
の
、
孔
子
の
こ
と
を
知
ら
な
い

の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
孔
子
は
「
私
に
何
か
一
つ
の
技
芸
を
や
ら
せ
て
名
声
を
得

さ
せ
よ
う
と
し
た
い
の
か
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
私
は
馬
車
操
縦
の
仕
事
を
す
る
者
に
な

ろ
う
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
あ
る
。」（『
論
語
精
義
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
尹
焞
の

語
で
は
、「
御
藝
之
下
者
。」（
つ
ま
り
、「
六
芸
」（
六
つ
の
技
芸
）
の
六
種
の
仕
事
の
中

で
は
最
も
卑
し
い
も
の
だ
。）
と
い
う
説
明
が
文
末
に
加
え
ら
れ
て
い
る（
（1
（

。）

注
：

（
1
）�『
論
語
注
疏
』
子
罕
「
達
巷
黨
人
曰
、
大
哉
孔
子
、
博
學
而
無
所
成
名
。」
何
晏

注
「
鄭
曰
、
達
巷
者
、
黨
名
也
。
五
百
家
為
黨
、
此
黨
之
人
、
美
孔
子
博
學
道
藝
、

不
成
一
名
而
已
。」『
論
語
集
注
』
雍
也
「
子
曰
、
毋
。
以
與
爾
鄰
里
鄉
黨
乎
。」

朱
子
注
「
五
家
為
鄰
、
二
十
五
家
為
里
、
萬
二
千
五
百
家
為
鄉
、
五
百
家
為
黨
。」

『
論
語
集
注
』
憲
問
「
闕
黨
童
子
將
命
。」
朱
子
注
「
闕
黨
、
黨
名
。」

（
2
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
三
・
學
而
篇
中
・
弟
子
入
則
孝
章
「
文
是
詩
書
六
藝
之
文
。

詩
書
是
大
概
詩
書
、
六
藝
是
禮
樂
射
御
書
數
。
古
人
小
學
便
有
此
等
、
今
皆
無
之
、

所
以
難
。」『
禮
記
』
内
則
「
十
有
三
年
學
樂
、誦
「
詩
」、舞
「
勺
」、成
童
舞
「
象
」、

學
射
御
。
二
十
而
冠
、
始
學
禮
、
可
以
衣
裘
帛
、
舞
「
大
夏
」、
惇
行
孝
弟
、
博

學
不
教
、
內
而
不
出
。」『
朱
子
語
類
』
論
語
十
六
・
述
而
篇
・
述
而
不
作
章
「
徐

兄
問
、「
述
而
不
作
」、
是
制
作
之
「
作
」
乎
。
曰
、
是
。
孔
子
未
嘗
作
一
事
、

如
刪
詩
、
定
書
、
皆
是
因
詩
書
而
刪
定
。」『
朱
子
語
類
』
論
語
五
・
為
政
篇
上
・

道
之
以
政
章
「
故
齊
一
之
以
禮
。
禮
是
五
禮
、
所
謂
吉
、
凶
、
軍
、
賓
、
嘉
、

須
令
一
齊
如
此
。」『
朱
子
語
類
』
論
語
十
六
・
述
而
篇
・
志
於
道
章
「
叔
器
因
言
、

禮
樂
射
御
書
數
、
自
秦
漢
以
來
皆
廢
了
。
曰
、
射
、
如
今
秀
才
自
是
不
曉
。
御
、

是
而
今
無
車
。
書
、
古
人
皆
理
會
得
、
如
偏
旁
義
理
皆
曉
、
這
也
是
一
事
。
數
、

是
算
數
、
而
今
人
皆
不
理
會
。
六
者
皆
實
用
、
無
一
可
缺
。
而
今
人
是
從
頭
到
尾
、

皆
無
用
。」『
周
礼
』
地
官
・
司
徒
・
保
氏
「
乃
教
之
六
藝
、
一
曰
五
禮
、
二
曰

六
樂
、
三
曰
五
射
、
四
曰
五
馭
、
五
曰
六
書
、
六
曰
九
数
」
鄭
玄
注
「「
六
樂
謂
、

雲
門
、
咸
池
、
大
韶
、
大
夏
、
大
濩
、
大
武
。」「
五
射
、
白
矢
、
參
連
、
剡
注
、

襄
尺
、
井
儀
也
。
五
馭
、
鳴
和
鸞
、
逐
水
曲
、
過
君
表
、
舞
交
衢
、
逐
禽
左
。

六
書
、
象
形
、
會
意
、
轉
注
、
處
事
、
假
借
、
諧
聲
也
。
九
数
、
方
田
、
粟
米
、

差
分
、
少
廣
、
商
功
、
均
輸
、
方
程
、
贏
不
足
、
旁
要
。
今
有
重
差
、
夕
桀
、

句
股
也
。」」『
説
文
解
字
』
序
「
周
禮
、
八
歲
入
小
学
、
保
氏
教
国
子
、
先
以
六
書
。

一
曰
指
事
。
指
事
者
、
視
而
可
識
、
察
而
見
意
、
上
、
下
、
是
也
。
二
曰
象
形
。

象
形
者
、
畫
成
其
物
、
隨
体
詰
詘
、
日
、
月
、
是
也
。
三
曰
形
声
。
形
声
者
、

以
事
為
名
、
取
譬
相
成
、
江
、
河
、
是
也
。
四
曰
會
意
。
會
意
者
、
比
類
合
誼
、

以
見
指
撝
、
武
、
信
、
是
也
。
五
曰
轉
注
。
轉
注
者
、
建
類
一
首
、
同
意
相
受
、
考
、

老
、
是
也
。
六
曰
假
借
。
假
借
者
、
本
無
其
事
、
依
声
託
事
、
令
、
長
、
是
也
。」

（
3
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
六
・
為
政
篇
下
・
學
而
不
思
章
「
問
、
論
語
言
「
學
」
字
多

不
同
、「
學
而
不
思
則
罔
」、此
「
學
」
字
似
主
於
行
而
言
、「
博
學
於
文
」、此
「
學
」

字
似
主
於
知
而
言
。
曰
、「
學
而
不
思
則
罔
」、
此
「
學
」
也
不
是
行
。
問
、「
學
」

字
義
如
何
。
曰
、學
只
是
效
、未
能
如
此
、便
去
效
做
。
問
、恐
行
意
較
多
否
。
曰
、

只
是
未
能
如
此
、
便
去
學
做
。
如
未
識
得
這
一
箇
理
、
便
去
講
究
、
要
識
得
、

也
是
學
。
未
識
得
這
一
箇
書
、
便
去
讀
、
也
是
學
。
未
曉
得
這
一
件
事
、
去
問

人
如
何
做
、
便
也
是
學
。
問
人
、
便
是
依
這
本
子
做
去
。
不
問
人
、
便
不
依
本
子
、

只
鶻
突
杜
撰
做
去
。
學
是
身
去
做
、思
只
是
默
坐
來
思
。」『
論
語
注
疏
』
雍
也
「
子

曰
、
君
子
博
學
於
文
、
約
之
以
禮
、
亦
可
以
弗
畔
矣
夫
。」
朱
子
注
「
君
子
學
欲

其
博
、
故
於
文
無
不
考
。
守
欲
其
要
、
故
其
動
必
以
禮
。
如
此
、
則
可
以
不
背

於
道
矣
。」『
論
語
注
疏
』
學
而
「
行
有
餘
力
、
則
以
學
文
。」
朱
子
注
「
文
、
謂

詩
書
六
藝
之
文
。」『
朱
子
語
類
』
論
語
三
・
學
而
篇
中
・
弟
子
入
則
孝
章
「
文

是
詩
書
六
藝
之
文
。
詩
書
是
大
概
詩
書
、
六
藝
是
禮
樂
射
御
書
數
。
古
人
小
學

便
有
此
等
、
今
皆
無
之
、
所
以
難
。」『
朱
子
語
類
』
學
五
・
讀
書
法
下
「
孟
子

曰
「
博
學
而
詳
說
之
、
將
以
反
說
約
也
。」
故
必
先
觀
論
孟
大
學
中
庸
、
以
考
聖

賢
之
意
。
讀
史
、
以
考
存
亡
治
亂
之
昙
跡
。
讀
諸
子
百
家
、
以
見
其
駁
雜
之
病
。

其
節
目
自
有
次
序
、
不
可
踰
越
。」『
孟
子
集
注
』
離
婁
章
句
下
「
孟
子
曰
、
博
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學
而
詳
說
之
、將
以
反
說
約
也
。」
朱
子
注
「
言
所
以
博
學
於
文
、而
詳
說
其
理
者
、

非
欲
以
誇
多
而
鬥
靡
也
。
欲
其
融
會
貫
通
、有
以
反
而
說
到
至
約
之
地
耳
。」『
朱

子
語
類
』
學
二
・
總
論
為
學
之
方
「
博
學
、
謂
天
地
萬
物
之
理
、
修
己
治
人
之
方
、

皆
所
當
學
。
然
亦
各
有
次
序
、當
以
其
大
而
急
者
為
先
、不
可
雜
而
無
統
也
。」『
朱

子
語
類
』
中
庸
三
・
第
二
十
七
章
「
又
云
、
聖
賢
所
謂
博
學
、
無
所
不
學
也
。

自
吾
身
所
謂
大
經
、
大
本
、
以
至
天
下
之
事
事
物
物
、
甚
而
一
字
半
字
之
義
、

莫
不
在
所
當
窮
、
而
未
始
有
不
消
理
會
者
。
雖
曰
不
能
盡
究
、
然
亦
只
得
隨
吾

聰
明
力
量
理
會
將
去
、
久
久
須
有
所
至
、
豈
不
勝
全
不
理
會
者
乎
。
若
截
然
不

理
會
者
、
雖
物
過
乎
前
、
不
識
其
名
、
彼
亦
不
管
、
豈
窮
理
之
學
哉
。」『
朱
子

語
類
』
論
語
十
五
・
雍
也
・
君
子
博
學
於
文
章
「
或
問
、
博
學
於
文
、
約
之
以
禮
、

亦
可
以
弗
畔
。
曰
、
博
學
是
致
知
、
約
禮
則
非
徒
知
而
已
、
乃
是
踐
履
之
實
。」

（
4
）�『
論
語
注
疏
』
子
罕
「
子
聞
之
、
謂
門
弟
子
曰
、
吾
何
執
。
執
御
乎
、
執
射
乎
。

吾
執
御
矣
。」
何
晏
注
「
鄭
曰
、
聞
人
美
之
、
承
之
以
謙
。
吾
執
御
、
欲
名
六
藝

之
卑
也
。」
邢
昺
疏
「「
子
聞
之
、
謂
門
弟
子
曰
、
吾
何
執
。
執
御
乎
、
執
射
乎
、

吾
執
御
矣
」
者
、
孔
子
聞
人
美
之
、
承
之
以
謙
、
故
告
謂
門
弟
子
曰
「
我
於
六

藝
之
中
、
何
所
執
守
乎
。
但
能
執
御
乎
、
執
射
乎
。」
乎
者
、
疑
而
未
定
之
辭
。

又
復
謙
指
云
「
吾
執
御
矣
。」
以
為
人
僕
御
、
是
六
藝
之
卑
者
、
孔
子
欲
名
六
藝

之
卑
、
故
云
「
吾
執
御
矣
。」
謙
之
甚
矣
。」

（
5
）�『
論
語
集
注
』
述
而
「
子
所
雅
言
、
詩
、
書
、
執
禮
、
皆
雅
言
也
。」
朱
子
注
「
執
、

守
也
。
…
…
。
禮
獨
言
執
者
、
以
人
所
執
守
而
言
、
非
徒
誦
說
而
已
也
。」『
禮

記
正
義
』
王
制
「
凡
執
技
論
力
、
適
四
方
、
裸
股
肱
、
決
射
御
。
凡
執
技
以
事

上
者
、
祝
史
、
射
御
、
醫
卜
及
百
工
。」
鄭
玄
注
「
謂
擐
衣
出
其
臂
脛
、
使
之
射
御
、

決
勝
負
、
見
勇
力
。」
孔
頴
達
疏
「
執
技
之
事
、
凡
有
三
條
。
上
條
論
課
試
武
夫

技
藝
之
事
、
中
條
論
執
技
之
人
并
射
御
之
外
祝
史
醫
卜
之
等
、
下
條
論
執
技
之

人
不
得
更
為
二
事
、
以
其
賤
、
故
出
鄉
不
與
士
齒
。
凡
執
技
論
力
、
適
四
方
、

臝
股
肱
、
決
射
御
者
、
言
此
既
無
道
藝
、
惟
論
力
以
事
上
、
故
適
往
四
方
境
界

之
外
、
則
使
之
擐
露
臂
脛
、
角
材
力
、
決
射
御
勝
負
、
見
勇
武
。」

（
6
）�『
詩
經
集
傳
』
小
雅
・
鹿
鳴
之
什
・
出
車
「
召
彼
僕
夫
、謂
之
載
矣
。」
朱
子
注
「
僕

夫
、
御
夫
也
。」『
詩
經
集
傳
』
小
雅
・
祈
父
之
什
・
正
月
「
屢
顧
爾
僕
、
不
輸

爾
載
。」
朱
子
注
「
僕
、
將
車
者
也
。」『
史
記
』
田
叔
列
傳
「
少
孤
貧
困
、
為
人

將
車
之
長
安 

。」
司
馬
貞
索
隱
「
將
車
、
猶
御
車
也
。」『
朱
子
語
類
』
本
朝
二
・

法
制
「
蓋
此
本
太
僕
卿
、
即
執
御
之
職
。
古
者
君
將
升
車
、
則
御
者
先
升
、
執

轡
中
立
、
以
綏
度
左
肩
而
雙
垂
之
。
綏
如
圓
轡
。
君
以
兩
手
援
綏
而
升
、
立
車

之
左
、
以
左
為
尊
。」『
朱
子
語
類
』
禮
四
・
小
戴
禮
・
鄉
飲
酒
「
天
子
乘
車
、

古
者
君
車
將
駕
、
則
僕
御
執
策
立
於
馬
前
。
既
效
駕
、
君
雖
未
升
、
僕
御
者
先
升
、

則
奮
衣
由
右
上
。
以
君
位
在
左
、
故
避
君
空
位
。
五
禮
新
儀
却
漏
了
僕
人
登
車

一
項
、
至
駐
車
處
、
却
有
僕
人
下
車
之
文
、
這
是
一
處
錯
。
他
處
都
錯
了
。」

（
7
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
吾
有
知
乎
哉
章
「
凡
聖
人
謙
辭
、
未
有

無
因
而
發
者
。
這
上
面
必
有
說
話
、
門
人
想
記
不
全
、
須
求
這
意
始
得
。
如
達

巷
黨
人
稱
譽
聖
人
「
博
學
而
無
所
成
名
」、
聖
人
乃
曰
「
吾
執
御
矣
。」
皆
是
因

人
譽
己
、
聖
人
方
承
之
以
謙
。」

（
8
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
九
・
里
仁
篇
下
・
子
曰
參
乎
章
「
公
謹
次
日
復
問
「「
吾
道

一
以
貫
之
。」
聖
人
之
道
、
見
於
日
用
之
間
、
精
粗
小
大
、
千
條
萬
目
、
未
始
能
同
、

然
其
通
貫
則
一
。
如
一
氣
之
周
乎
天
地
之
間
、
萬
物
散
殊
雖
或
不
同
、
而
未
始

離
乎
氣
之
一
。」
曰
「
別
又
看
得
甚
意
思
出
。」
曰
「
夫
子
之
告
曾
子
、
直
是
見

他
曉
得
、
所
以
告
他
。」
曰
「
是
也
。
所
以
告
曾
子
時
、
無
他
、
只
緣
他
曉
得
千

條
萬
目
。
他
人
連
箇
千
條
萬
目
尚
自
曉
不
得
、
如
何
識
得
一
貫
。
如
穿
錢
、
一

條
索
穿
得
、
方
可
謂
之
「
一
貫
」。
如
君
之
於
仁
、
臣
之
於
忠
、
父
之
於
慈
、
子

之
於
孝
、
朋
友
之
於
信
、
皆
不
離
於
此
。」『
論
語
集
注
』
里
仁
「
子
曰
、
參
乎
、

吾
道
一
以
貫
之
。
曾
子
曰
、
唯
。
子
出
。
門
人
問
曰
、
何
謂
也
。
曾
子
曰
、
夫

子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
。」
朱
子
注
「
盡
己
之
謂
忠
、
推
己
之
謂
恕
。
而
已
矣
者
、

竭
盡
而
無
餘
之
辭
也
。
夫
子
之
一
理
渾
然
而
泛
應
曲
當
、譬
則
天
地
之
至
誠
無
息
、

而
萬
物
各
得
其
所
也
。
自
此
之
外
、
固
無
餘
法
、
而
亦
無
待
於
推
矣
。
曾
子
有

見
於
此
而
難
言
之
、
故
借
學
者
盡
己
、
推
己
之
目
以
著
明
之
、
欲
人
之
易
曉
也
。
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蓋
至
誠
無
息
者
、
道
之
體
也
、
萬
殊
之
所
以
一
本
也
。
萬
物
各
得
其
所
者
、
道

之
用
也
、一
本
之
所
以
萬
殊
也
。
以
此
觀
之
、一
以
貫
之
之
實
可
見
矣
。
或
曰「
中

心
為
忠
、
如
心
為
恕
。」
於
義
亦
通
。
程
子
曰
「
以
己
及
物
、
仁
也
。
推
己
及
物
、

恕
也
。
違
道
不
遠
是
也
。
忠
恕
一
以
貫
之
、
忠
者
天
道
、
恕
者
人
道
、
忠
者
無
妄
、

恕
者
所
以
行
乎
忠
也
。
忠
者
體
、
恕
者
用
、
大
本
達
道
也
。
此
與
違
道
不
遠
異
者
、

動
以
天
爾
。」
又
曰
「「
維
天
之
命
、
於
穆
不
已
」、
忠
也
。「
乾
道
變
化
、
各
正

性
命
」、
恕
也
。」
又
曰
「
聖
人
教
人
各
因
其
才
、
吾
道
一
以
貫
之
、
惟
曾
子
為

能
達
此
、
孔
子
所
以
告
之
也
。
曾
子
告
門
人
曰
「
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
」、

亦
猶
夫
子
之
告
曾
子
也
。中
庸
所
謂「
忠
恕
違
道
不
遠
」、斯
乃
下
學
上
達
之
義
。」」

『
中
庸
章
句
』
第
十
三
章
「
忠
恕
違
道
不
遠
，
施
諸
己
而
不
願
，
亦
勿
施
於
人
。」

朱
子
注
「
盡
己
之
心
為
忠
、
推
己
及
人
為
恕
。
違
、
去
也
、
如
春
秋
傳
「
齊
師

違
穀
七
里
」
之
違
。
言
自
此
至
彼
、
相
去
不
遠
、
非
背
而
去
之
之
謂
也
。
道
、

即
其
不
遠
人
者
是
也
。
施
諸
己
而
不
願
亦
勿
施
於
人
、
忠
恕
之
事
也
。
以
己
之

心
度
人
之
心
、
未
嘗
不
同
、
則
道
之
不
遠
於
人
者
可
見
。
故
己
之
所
不
欲
、
則

勿
以
施
之
於
人
、
亦
不
遠
人
以
為
道
之
事
。
張
子
所
謂
「
以
愛
己
之
心
愛
人
則

盡
仁
」
是
也
。」『
論
語
集
注
』
公
冶
長
「
子
貢
曰
、
我
不
欲
人
之
加
諸
我
也
、

吾
亦
欲
無
加
諸
人
。
子
曰
、
賜
也
、
非
爾
所
及
也
。」
朱
子
注
「
子
貢
言
我
所
不

欲
人
加
於
我
之
事
、
我
亦
不
欲
以
此
加
之
於
人
。
此
仁
者
之
事
、
不
待
勉
強
、

故
夫
子
以
為
非
子
貢
所
及
。
程
子
曰
「
我
不
欲
人
之
加
諸
我
、吾
亦
欲
無
加
諸
人
、

仁
也
。
施
諸
己
而
不
願
、
亦
勿
施
於
人
、
恕
也
。
恕
則
子
貢
或
能
勉
之
、
仁
則

非
所
及
矣
。」
愚
謂
無
者
自
然
而
然
、
勿
者
禁
止
之
謂
、
此
所
以
為
仁
恕
之
別
。」

『
論
語
集
注
』
顏
淵
「
仲
弓
問
仁
。
子
曰
、
出
門
如
見
大
賓
、
使
民
如
承
大
祭
。

己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
。
在
邦
無
怨
、
在
家
無
怨
。」
朱
子
注
「
敬
以
持
己
、
恕

以
及
物
、
則
私
意
無
所
容
而
心
德
全
矣
。
內
外
無
怨
、
亦
以
其
效
言
之
、
使
以

自
考
也
。」『
論
語
集
注
』
衛
靈
公
「
子
貢
問
曰
、有
一
言
而
可
以
終
身
行
之
者
乎
。

子
曰
、
其
恕
乎
。
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
。」
朱
子
注
「
推
己
及
物
、
其
施
不
窮
、

故
可
以
終
身
行
之
。」

（
9
）�『
論
語
集
注
』
雍
也
「
子
曰
、
中
庸
之
為
德
也
、
其
至
矣
乎
。
民
鮮
久
矣
。」
朱

子
注
「
中
者
、
無
過
無
不
及
之
名
也
。
庸
、
平
常
也
。
至
、
極
也
。
鮮
、
少
也
。

言
民
少
此
德
、
今
已
久
矣
。
程
子
曰
「
不
偏
之
謂
中
、
不
易
之
謂
庸
。
中
者
天

下
之
正
道
、
庸
者
天
下
之
定
理
。
自
世
教
衰
、
民
不
興
於
行
、
少
有
此
德
久
矣
。」」

『
朱
子
語
類
』
論
語
十
五
・
雍
也
篇
四
・
中
庸
之
為
德
章
「
問
「
中
庸
之
為
德
其

至
矣
乎
」
章
。
曰
、
只
是
不
知
理
、
隨
他
偏
長
處
做
將
去
。
謹
愿
者
則
小
廉
曲
謹
、

放
縱
者
則
跌
蕩
不
羈
、
所
以
中
庸
說
「
道
之
難
明
」、
又
說
「
人
莫
不
飲
食
、
鮮

能
知
味
」、
只
為
是
不
知
。」

（
10
）�「
尹
氏
」
は
、
尹
焞
（
一
〇
七
一
～
一
一
四
二
）、
程
颐
の
弟
子
。『
論
語
精
義
』

巻
五
上
「
尹
曰
、
聖
人
道
全
而
德
備
、
不
可
偏
長
目
之
也
。
達
巷
黨
人
見
孔
子

之
大
、
意
其
所
學
者
博
、
而
疑
其
無
所
成
名
、
謂
不
以
一
善
得
名
於
世
、
葢
慕

聖
人
而
不
知
者
也
。
故
孔
子
曰
、
欲
使
我
何
所
執
而
得
為
名
乎
、
然
則
吾
將
執

御
也
。
御
藝
之
下
者
。」

第
三
章

子
曰
、
麻
冕
、
禮
也
。
今
也
純
、
儉
。
吾
從
衆
。
拜
下
、
禮
也
。
今
拜
乎
上
、
泰

也
。
雖
違
衆
、
吾
從
下
。

（「
麻
冕
」
は
、
周
代
の
冠
礼
で
は
、
男
子
が
成
人
に
な
る
と
、
冠
を
被
る
儀
式

が
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
最
初
に
被
る
の
が
「
麻
冕
」（「
緇
布
冠
」
と
も
言
う
）
で

あ
る
。
そ
の
「
麻
冕
」
は
、
二
千
四
百
本
の
縦
糸
と
一
千
二
百
本
の
横
糸
の
麻
の

糸
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
細
密
が
た
め
に
そ
の
作
製
作
業
は
多
く
の
手
間
が

か
か
る
か
ら
、手
に
入
れ
難
く
、贅
沢
で
豪
華
な
も
の
で
あ
っ
た
。「
今
」
は
、「
孔

子
当
時
の
周
朝
末
期
」
を
指
す
。「
純
」
は
、「
絹
の
糸
」
の
意
で
あ
る
。
絹
の
糸

を
織
っ
て「
冕
」を
作
製
し
た
ほ
う
が「
麻
冕
」よ
り
倹
約
で
き
る
の
で
あ
る
。「
衆
」

に
は
、「
冠
礼
の
儀
式
を
執
り
行
う
そ
の
当
時
周
朝
末
期
の
世
俗
の
人
々
の
や
り

方
」
と
「
朝
廷
で
の
宴
会
に
参
加
す
る
周
朝
末
期
の
臣
下
の
拝
礼
の
行
い
方
」
と
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の
両
義
が
あ
る
。「
拝
下
」と
は
、朝
廷
で
宴
会
が
行
わ
れ
る
場
合
の「
燕
礼
」（「
燕
」

は
「
宴
」
の
意
）
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
君
主
が
臣
下
に
お
酒
を
賜
っ
て
、
臣
下
が

君
主
に
一
度
拝
礼
し
て
か
ら
、
臣
下
が
皆
「
堂
」（
宴
会
場
）
の
西
側
の
階
段
を

降
り
て
再
拝
し
、君
主
が
そ
の
臣
下
の
再
拝
を
辞
め
さ
せ
れ
ば
、臣
下
が
更
に「
堂
」

に
上
が
っ
て
ま
た
拝
礼
す
る
、
こ
れ
で
拝
礼
が
完
成
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。「
拜
乎
上
」
と
は
、
孔
子
当
時
の
周
朝
末
期
で
は
、
臣
下
が
「
堂
」
を
降
り

て
再
拝
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
た
だ
「
堂
」
の
上
で
拝
礼
を
す
る
だ
け
だ
っ
た
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。）

孔
子
が
言
わ
れ
た
。「
麻
冕
は
、
礼
で
あ
る
。
今
は
絹
糸
で
冕
（
冠
）
を
作
る
の

は
倹
約
だ
。
私
は
「
衆
」（「
冠
礼
」
の
儀
式
を
執
り
行
う
今
の
世
俗
の
人
々
の
や

り
方
）
に
従
う
。
拝
下
は
、
礼
で
あ
る
。
今
は
た
だ
堂
の
上
で
拝
礼
し
て
い
る
の

は
傲
慢
で
節
制
し
な
い
こ
と
だ
。「
衆
」（「
燕
礼
」
の
儀
式
を
執
り
行
う
今
の
臣

下
の
拝
礼
の
行
い
方
）
と
は
違
っ
て
も
、
私
は
拝
下
に
従
う
。」

集
注

　

麻
冕
、
緇
布
冠
也
。
純
、
絲
也
。
儉
、
謂
省
約
。
緇
布
冠
、
以
三
十
升
布
為
之
、
升

八
十
縷
、
則
其
經
二
千
四
百
縷
矣
。
細
密
難
成
、
不
如
用
絲
之
省
約
。

　

臣
與
君
行
禮
、
當
拜
於
堂
下
。
君
辭
之
、
乃
升
成
拜
。
泰
、
驕
慢
也
。
〇
程
子
曰
「
君

子
處
世
、
事
之
無
害
於
義
者
、
從
俗
可
也
。
害
於
義
、
則
不
可
從
也
。」

訳
　
「
麻
冕
は
、
緇
布
冠
な
り
。」（
つ
ま
り
、
麻
の
冕
は
、「
緇
布
冠
」
の
こ
と
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
。
周
代
の
冠
礼
で
は
、
男
子
が
成
人
に
な
る
と
、
冠
を
被
る
儀
式
が
行
わ

れ
る
が
、
そ
の
最
初
に
被
る
の
が
「
冕
」、
つ
ま
り
「
緇
布
冠
」
で
あ
り
、
そ
の
初
冠
の

儀
式
に
「
素
朴
を
尚
び
古
を
重
ん
じ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

孔
子
当
時
よ
り
以
前
の
時
代
で
は
、「
冕
」
は
麻
で
作
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
、「
麻
冕
」

と
称
さ
れ
て
い
た
。
麻
で「
緇
布
冠
」を
作
る
の
は「
礼
」の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る（
１
）。）

「
純
は
、
糸
な
り
。
倹
は
、
省
約
を
謂
ふ
。」（
つ
ま
り
、「
純
と
は
、
絹
の
糸
で
あ
る
。

倹
は
、
倹
約
を
言
う
」、
と
い
う
こ
と
。「
絲
」
は
、
絹
の
糸
で
あ
る
。「
麻
冕
」
の
場
合
、

「
三
十
升
」（「
升
八
十
縷
、
則
其
經
二
千
四
百
縷
矣
。
八
十
縷
、
四
十
抄
也
」、
つ
ま
り
、

二
千
四
百
本
の
縦
糸
と
一
千
二
百
本
の
横
糸
）
の
麻
の
糸
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

細
密
が
た
め
に
そ
の
作
製
作
業
は
多
く
の
手
間
が
か
か
る
か
ら
、
手
に
入
れ
難
く
、
贅

沢
で
豪
華
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
絲
」（
絹
糸
）
を
織
っ
て
「
冕
」（
緇

布
冠
）
を
作
る
の
は
そ
れ
ほ
ど
手
間
が
か
か
ら
な
く
て
簡
単
で
あ
っ
た
た
め
に
、
倹
約

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
故
に
、
孔
子
当
時
の
周
朝
末
期
で
は
、
人
々
が
「
麻
」
の

代
わ
り
に
「
絲
」（
絹
糸
）
を
織
っ
て
「
冕
」（
緇
布
冠
）
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る（
２
）。）「
緇
布
冠
」
は
、
三
十
升
の
麻
の
布
で
作
製
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
升
は
八
十

本
の
経
糸
で
あ
れ
ば
、そ
の
経
糸
は
二
千
四
百
本
で
あ
る
。
細
密
が
た
め
に
作
製
し
難
く
、

「
絲
」（
絹
）
を
使
っ
て
織
っ
た
ほ
う
が
倹
約
で
あ
る
。

　
「
臣
、
君
と
礼
を
行
へ
ば
、
当
に
堂
下
に
拜
す
べ
し
。
君
之
を
辞
す
れ
ば
、
乃
ち
升
り

て
拜
を
成
す
。」（
つ
ま
り
、
臣
下
が
君
主
に
拝
礼
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
堂
の
下
で
再
拝

す
べ
き
で
あ
り
、
君
主
が
そ
の
臣
下
の
再
拝
を
辞
め
さ
せ
れ
ば
、
臣
下
が
更
に
堂
に
上

が
っ
て
ま
た
拝
礼
す
る
、
そ
れ
で
拝
礼
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
朝
廷

で
宴
会
が
行
わ
れ
る
場
合
の
「
燕
礼
」（「
燕
」
は
「
宴
」
の
意
）
の
規
定
に
よ
れ
ば
、

君
主
が
臣
下
に
お
酒
を
賜
っ
て
、臣
下
が
君
主
に
一
度
拝
礼
し
て
か
ら
、臣
下
が
皆
「
堂
」

（
宴
会
場
）
の
西
側
の
階
段
を
降
り
て
再
拝
し
、
君
主
が
そ
の
臣
下
の
再
拝
を
辞
め
さ
せ

れ
ば
、
臣
下
が
更
に
「
堂
」
に
上
が
っ
て
ま
た
拝
礼
す
る
、
こ
れ
を
「
成
拝
」
と
称
す

る
（「
成
拝
」、
つ
ま
り
拝
礼
を
完
成
す
る
こ
と
）。
孔
子
当
時
の
周
朝
末
期
で
は
、
臣
下

が
「
堂
」
を
降
り
て
再
拝
す
る
こ
と
を
せ
ず
、た
だ
「
堂
」
の
上
で
拝
礼
を
す
る
だ
け
だ
っ

た
の
で
あ
る（
３
）。）「

泰
は
、
驕
慢
な
り
。」（
つ
ま
り
、「
泰
」
と
は
、
傲
慢
で
節
制
し
な
い

こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。「
驕
」
は
、「
矜
高
」（
つ
ま
り
傲
慢
で
自
大
の
こ
と
）
で

あ
り
、「
慢
」
は
、「
放
肆
」（
つ
ま
り
、
節
制
し
な
い
こ
と
、
心
を
収
斂
し
な
い
こ
と
）

で
あ
る
。「
泰
」
は
、
ま
た
「
侈
」「
奢
侈
」
の
意
で
も
あ
る
が
、「
不
奢
侈
」
と
言
う
場

合
は
、
事
に
当
た
っ
て
は
い
つ
も
「
循
理
」（
つ
ま
り
事
物
の
性
質
に
従
う
こ
と
）
を
無
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意
識
に
行
う
、
と
い
う
意
味
も
あ
る
の
で
あ
る（
４
）。）

〇
程
子
（
程
頤（
５
））

が
言
っ
た
。「
君

子
が
世
に
処
す
る
の
は
、「
事
之
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、「
礼
」
の
儀
式
を
執
り
行
う

そ
の
行
い
方
）
が
「
義
」（
つ
ま
り
、「
事
之
宜
」（
事
物
の
そ
の
「
理
」（
性
質
）
に
適

し
た
最
も
適
宜
な
存
在
状
態
の
こ
と
）
で
あ
り
、
即
ち
「
隨
事
而
順
理
、
因
時
而
處
宜
」

（
事
物
に
就
い
て
そ
の
事
物
の
「
理
」（
性
質
）
に
従
い
、
時
勢
に
応
じ
て
最
も
適
宜
な

状
況
に
身
を
置
く
）、
と
い
う
こ
と（
６
））
を
損
な
う
も
の
で
な
け
れ
ば
、
世
俗
の
行
い
方
に

従
っ
て
も
よ
い
の
だ
。「
義
」
を
損
な
う
も
の
で
あ
れ
ば
、
世
俗
の
行
い
方
に
従
っ
て
は

い
け
な
い
の
だ
。」

注
：

（
1
）�『
論
語
注
疏
』
子
罕
「
子
曰
、
麻
冕
、
禮
也
。
今
也
純
、
儉
。
吾
從
衆
。」
何
晏

注
「
孔
曰
「
冕
、
緇
布
冠
也
、
古
者
績
麻
三
十
升
布
以
為
之
。
純
、
絲
也
。
絲

易
成
、
故
從
儉
。」」
邢
昺
疏
「
今
也
、
謂
當
孔
子
時
。
純
、
絲
也
。
絲
易
成
、

故
云
「
純
、儉
。」
用
絲
雖
不
合
禮
、以
其
儉
易
、故
孔
子
從
之
也
。」『
禮
記
正
義
』

郊
特
牲
「
冠
義
、
始
冠
之
、
緇
布
之
冠
也
。
…
…
。
三
加
彌
尊
喻
其
志
也
。
冠

而
字
之
、敬
其
名
也
。」
鄭
玄
注
「
始
冠
三
加
、先
加
緇
布
冠
也
。」「
始
加
緇
布
冠
、

次
皮
弁
、
次
爵
弁
、
冠
益
尊
、
則
志
益
大
也
。」「
重
以
未
成
人
之
時
呼
之
。」
孔

頴
達
疏
「「
始
冠
、
緇
布
之
冠
也
」
者
、
謂
人
之
加
冠
、
必
三
加
、
初
始
所
加
之
冠
、

緇
布
之
冠
也
。」「
言
三
加
者
、
初
加
緇
布
冠
、
次
加
皮
弁
、
是
益
尊
。
至
三
加

爵
弁
、
是
彌
尊
。
所
以
尊
者
、
曉
喻
其
冠
者
之
志
意
、
令
其
志
意
益
大
、
初
加

緇
布
冠
、
欲
其
尚
質
重
古
。
次
加
皮
弁
、
欲
其
行
三
王
之
德
。
後
加
爵
弁
、
欲

其
行
敬
事
神
明
、
是
志
益
大
也
。」「
賀
氏
云
、
重
、
難
也
。
難
未
成
人
之
時
呼

其
名
、
故
以
字
代
之
。
按
冠
禮
、
冠
身
旣
冠
、
見
母
畢
、
立
于
西
階
、
東
南
面
賓
、

東
面
字
之
、
曰
伯
某
甫
是
也
。」

（
2
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
麻
冕
禮
也
章
「
麻
冕
、
緇
布
冠
也
、
以

三
十
升
布
為
之
。
升
八
十
縷
、
則
其
經
二
千
四
百
縷
矣
。
八
十
縷
、
四
十
抄
也
。」

『
朱
子
語
類
』
雜
類
「
布
一
簆
四
十
眼
、著
八
十
絲
為
一
升
。
今
興
化
人
能
為
之
」

云
云
。「
十
升
布
已
難
做
。
至
如
三
十
升
、
不
知
古
人
如
何
做
也
。
若
三
升
布
、

則
極
疏
矣
。
古
人
不
諱
白
、
皮
弁
乃
以
白
鹿
皮
為
之
、
但
加
飾
焉
。
如
冠
之
白
、

但
用
疏
細
為
吉
凶
耳
。」『
朱
子
語
類
』
禮
二
・
儀
禮
・
士
冠
「
古
朝
服
用
布
、

祭
則
用
絲
。
詩
絲
衣
「
繹
賓
尸
也
。」「
皮
弁
素
積
」、
皮
弁
、
以
白
鹿
皮
為
之
。

素
積
、
白
布
為
裙
。」『
論
語
集
解
義
疏
』
子
罕
「
子
曰
、
麻
冕
、
禮
也
。
今
也
純
、

儉
。
吾
從
衆
。」
何
晏
集
解
「
孔
安
國
曰
、
冕
、
緇
布
冠
也
。
古
者
積
麻
三
十
升

布
以
為
之
。
純
、
絲
也
。
絲
易
成
、
故
從
儉
也
。」
皇
侃
義
疏
「
云
「
麻
冕
禮
也
」

者
、
禮
、
謂
周
禮
也
。
周
禮
有
六
冕
、
以
平
板
為
主
。
而
用
三
十
升
麻
布
、
衣

板
上

下
纁
、
故
云
麻
冕
。「
今
也
純
」
者
、
今
、
謂
周
末
孔
子
時
也
。
純
、
絲
也
。

周
末
不
復
用
三
十
升
布
、
但
織
絲
為
之
、
故
云
「
今
也
」。
云
「
儉
者
」、
三
十

升
布
用
功
巨
、
多
難
得
、
難
得
則
為
奢
華
、
而
織
絲
易
成
、
易
成
則
為
儉
約
、

故
云
「
儉
也
」。
云
「
吾
從
衆
」
者
、衆
、謂
周
末
時
人
也
。
時
既
人
人
從
易
用
絲
、

故
孔
子
云
「
吾
亦
從
衆
也
」。
所
以
從
之
者
、
周
末
毎
事
奢
華
、
孔
子
寜
欲
抑
奢

就
儉
、
今
幸
得
衆
共
用
儉
、
故
孔
子
從
之
也
。」

（
3
）�『
論
語
集
解
義
疏
』
子
罕
「
拜
下
、
禮
也
。
今
拜
乎
上
、
泰
也
。
雖
違
衆
、
吾
從

下
。」
何
晏
集
解
「
王
肅
曰
、
臣
之
與
君
行
禮
者
、
下
拜
然
後
升
成
禮
、
時
臣
驕
泰
、

故
於
上
拜
也
。
今
從
下
禮
之
恭
也
。」
皇
侃
義
疏
「
云
「
拜
下
、
禮
也
」
者
、
下
、

謂
堂
下
也
。
禮
、
君
與
臣
燕
、
君
賜
酒
、
皆
下
堂
而
再
拜
、
故
云
「
拜
下
、
禮
也
。」

云
「
今
拜
乎
上
、
泰
也
」
者
、
今
、
謂
周
末
孔
子
時
也
。
上
、
謂
堂
上
也
。
泰
、

驕
泰
也
。
當
于
時
周
末
、
君
臣
飲
燕
、
臣
得
君
賜
酒
、
不
復
下
堂
、
但
於
堂
上

而
拜
、
故
云
「
今
拜
乎
上
、
泰
也
。」
拜
不
下
堂
、
是
由
臣
驕
泰
、
故
云
「
泰
也
」。

云
「
雖
違
衆
、
吾
從
下
」
者
、
當
時
皆
違
禮
而
拜
上
者
衆
、
孔
子
不
從
拜
上
、

故
云
「
雖
違
衆
也
。」
違
衆
而
從
舊
禮
拜
於
下
、故
云
「
吾
從
下
也
。」
…
…
。「
註

王
肅
曰
至
恭
也
」、
云
臣
之
云
云
者
、
燕
義
云
「
君
舉
旅
於
賔
、
及
君
所
賜
爵
、

皆
降
再
拜
稽
首
、
升
成
拜
、
明
臣
禮
也
。
案
燕
義
云
賓
、
皆
是
臣
也
。
臣
得
君

旅
及
賜
爵
、
降
下
堂
再
拜
、
再
拜
竟
、
更
升
堂
又
再
拜
、
謂
為
成
拜
。
成
拜
者
、

向
在
堂
下
之
拜
、
若
禮
未
成
然
、
故
更
升
堂
以
成
之
也
。
云
時
臣
云
云
者
、
周
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末
時
如
此
也
。
云
「
今
從
下
禮
之
恭
也
」
者
、孔
子
欲
從
下
之
禮
、是
禮
為
恭
也
。」

『
禮
記
正
義
』
燕
義
「
君
舉
旅
於
賓
、
及
君
所
賜
爵
、
皆
降
再
拜
稽
首
、
升
成
拜
、

明
臣
禮
也
。」
鄭
玄
注
「
君
答
拜
之
、
禮
無
不
答
、
明
君
上
之
禮
也
。
臣
下
竭
力

盡
能
以
立
功
於
國
、
君
必
報
之
以
爵
祿
、
故
臣
下
皆
務
竭
力
盡
能
以
立
功
、
是

以
國
安
而
君
寧
。
禮
無
不
答
、
言
上
之
不
虛
取
於
下
也
。
上
必
明
正
道
以
道
民
、

民
道
之
而
有
功
、
然
後
取
其
什
一
、
故
上
用
足
而
下
不
匱
也
。
是
以
上
下
和
親

而
不
相
怨
也
。
和
寧
、
禮
之
用
也
。
此
君
臣
上
下
之
大
義
也
。
故
曰
「
燕
禮
者
、

所
以
明
君
臣
之
義
也
。」
言
聖
人
制
禮
、
因
事
以
託
政
。
臣
再
拜
稽
首
、
是
其
竭

力
也
。
君
答
拜
之
、
是
其
報
以
祿
惠
也
。」
孔
頴
達
疏
「「
君
舉
禮
於
賓
」
者
、

謂
舉
旅
酬
之
酒
以
酬
賓
。「
及
君
所
賜
爵
」
者
、
特
賜
臣
下
之
爵
。「
皆
降
、
再

拜
稽
首
、
升
成
拜
」
者
、
謂
賓
受
君
之
酬
、
及
臣
受
君
賜
爵
、
皆
降
自
西
階
、

再
拜
稽
首
。
以
受
君
恩
、
又
升
堂
、
更
再
拜
稽
首
、
以
成
拜
也
。
故
燕
禮
云
「
公

酬
賓
、
賓
降
西
階
下
、
再
拜
稽
首
。
公
命
小
臣
辭
、
賓
升
成
拜
。」
鄭
云
「
升
成
拜
、

復
再
拜
稽
首
也
。」
至
禮
殺
之
後
、
賓
下
堂
、
是
欲
拜
。
君
則
辭
之
、
賓
未
拜
也
。

賓
乃
升
堂
、
再
拜
稽
首
。
鄭
注
云
不
言
成
拜
者
、
以
其
下
堂
、
未
拜
故
也
。
燕

禮
云
「
公
卒
觶
、
賓
下
拜
、
小
臣
辭
。
賓
升
、
再
拜
稽
首
。」
鄭
注
云
「
不
言
成

拜
者
、
為
拜
故
下
、
賓
未
拜
也
。
下
不
敢
輒
拜
、
禮
殺
也
。」

（
4
）�『
朱
子
語
類
』
大
學
三
・
傳
十
章
釋
治
國
平
天
下
「
趙
唐
卿
問
「
十
章
三
言
得
失
、

而
章
句
云
「
至
此
而
天
理
存
亡
之
機
決
矣
。」
何
也
。」
曰
「
他
初
且
言
得
衆
、

失
衆
、
再
言
善
、
不
善
、
意
已
切
矣
。
終
之
以
忠
信
、
驕
泰
、
分
明
是
就
心
上

說
出
得
失
之
由
以
決
之
。忠
信
乃
天
理
之
所
以
存
、驕
泰
乃
天
理
之
所
以
亡
。」『
大

學
章
句
』
十
章
「
是
故
君
子
有
大
道
、
必
忠
信
以
得
之
、
驕
泰
以
失
之
。」
朱
子

注
「
道
、
謂
居
其
位
而
修
己
治
人
之
術
。
發
己
自
盡
為
忠
、
循
物
無
違
謂
信
。

驕
者
矜
高
、
泰
者
侈
肆
。
此
因
上
所
引
文
王
、
康
誥
之
意
而
言
。
章
內
三
言
得
失
、

而
語
益
加
切
、
蓋
至
此
而
天
理
存
亡
之
幾
決
矣
。」『
論
語
集
注
』
泰
伯
「
君
子

所
貴
乎
道
者
三
、
動
容
貌
、
斯
遠
暴
慢
矣
。」
朱
子
注
「
暴
、
粗
厲
也
。
慢
、
放

肆
也
。」『
孟
子
集
注
』
滕
文
公
章
句
下
「
彭
更
問
曰
「
後
車
數
十
乘
、
從
者
數

百
人
、
以
傳
食
於
諸
侯
、
不
以
泰
乎
。」
孟
子
曰
「
非
其
道
、
則
一
簞
食
不
可
受

於
人
。
如
其
道
、
則
舜
受
堯
之
天
下
、
不
以
為
泰
、
子
以
為
泰
乎
。」
朱
子
注
「
泰
、

侈
也
。」『
朱
子
語
類
』
論
語
四
・
學
而
篇
下
・
貧
而
無
諂
章
「
問
「
富
而
好
禮
」。

曰
「
只
是
不
奢
侈
。
凡
事
好
循
理
、
不
恁
地
勉
強
。
好
、
有
樂
意
、
便
全
不
見

那
驕
底
意
思
。
有
人
亦
合
禮
、
只
是
勉
強
如
此
、
不
是
好
。」『
朱
子
語
類
』
論

語
四
・
學
而
篇
下
・
夫
子
至
於
是
邦
章
「
儉
、
謂
節
制
、
非
謂
儉
約
之
謂
。
只

是
不
放
肆
、
常
收
斂
之
意
。」

（
5
）�「
程
子
」
は
、こ
こ
で
は
、程
頤
（
程
伊
川
）
で
あ
る
。『
論
語
精
義
』「
伊
川
解
曰
、

麻
冕
、
用
純
儉
而
無
害
、
從
衆
可
也
。
拜
乎
上
、
泰
也
。
泰
、
謂
簡
慢
。
事
君

不
可
泰
也
、
寧
違
衆
也
。
君
子
處
世
、
事
之
無
害
於
義
者
、
從
俗
可
也
。
害
於
義
、

則
不
可
從
也
。」

（
6
）�『
論
語
集
注
』
學
而
「
信
近
於
義
、
言
可
復
也
。」
朱
子
注
「
義
者
、
事
之
宜
也
。」

『
論
語
集
注
』
里
仁
「
子
曰
、
君
子
喻
於
義
、
小
人
喻
於
利
。」
朱
子
注
「
義
者
、

天
理
之
所
宜
。」『
論
語
集
注
』
子
路
「
上
好
義
、則
民
莫
敢
不
服
。」
朱
子
注
「
好

義
、
則
事
合
宜
。」『
孟
子
集
注
』
離
婁
章
句
上
「
義
、
人
之
正
路
也
。」
朱
子
注

「
義
者
、
宜
也
、
乃
天
理
之
當
行
、
無
人
欲
之
邪
曲
、
故
曰
正
路
。」『
孟
子
集
注
』

離
婁
章
句
下
「
孟
子
曰
、
非
禮
之
禮
、
非
義
之
義
、
大
人
弗
為
。」
朱
子
注
「
察

理
不
精
、
故
有
二
者
之
蔽
。
大
人
則
隨
事
而
順
理
、
因
時
而
處
宜
、
豈
為
是
哉
。」

第
四
章

子
絕
四
、
毋
意
、
毋
必
、
毋
固
、
毋
我
。

（「
絶
」
は
、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、「
意
」「
必
」「
固
」「
我
」
の
四
者
が
す
べ

て
「
無
」、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
毋
」
は
、「
無
」
の
意
で
あ
る
。「
意
」
は
、

こ
こ
で
は
、「
私
意
」
つ
ま
り
私
意
・
憶
測
の
こ
と
で
あ
る
。「
必
」
は
、
こ
こ
で

は
、「
期
必
」、
つ
ま
り
、
事
前
に
事
が
思
う
通
り
に
な
る
こ
と
を
望
む
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。「
固
」
は
、
固
執
の
こ
と
で
あ
る
が
、
事
後
に
自
分
の
非
を
頑
な
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に
認
め
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
我
」
と
は
、
自
分
に
と
っ
て
便
利
な
こ

と
し
か
し
な
い
こ
と
で
あ
り
、
即
ち
「
私
意
」
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。）

孔
子
に
は
四
者
が
皆
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、「
意
」
も
な
く
、「
必
」
も
な
く
、「
固
」

も
な
く
、「
我
」
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

集
注

　

絕
、
無
之
盡
者
。
毋
、
史
記
作
「
無
」
是
也
。
意
、
私
意
也
。
必
、
期
必
也
。
固
、

執
滯
也
。
我
、
私
己
也
。
四
者
相
為
終
始
、
起
於
意
、
遂
於
必
、
留
於
固
、
而
成
於
我
也
。

蓋
意
必
常
在
事
前
、
固
我
常
在
事
後
、
至
於
我
又
生
意
、
則
物
欲
牽
引
、
循
環
不
窮
矣
。

〇
程
子
曰
「
此
毋
字
、
非
禁
止
之
辭
。
聖
人
絕
此
四
者
、
何
用
禁
止
。」
張
子
曰
「
四
者

有
一
焉
、
則
與
天
地
不
相
似
。」
楊
氏
曰
「
非
知
足
以
知
聖
人
、
詳
視
而
默
識
之
、
不
足

以
記
此
。」

訳
　
「
絶
は
、
無
き
の
尽
く
る
者
。」（
つ
ま
り
、「
絶
」
は
、「
無
」
の
尽
き
る
も
の
、
と
い

う
こ
と
。「
無
」
の
尽
き
る
も
の
と
は
、
こ
こ
で
は
、「
意
、
必
、
固
、
我
」
の
四
者
が

す
べ
て
「
無
」、
つ
ま
り
、「
無
意
、
無
必
、
無
固
、
無
我
」
の
意
と
解
釈
す
る
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
張
載
（
字
は
子
厚
、
橫
渠
先
生
）
は
、
こ
の
「
絶
」
を
禁
止
の
言
葉

と
し
、
孔
子
が
こ
の
四
者
を
学
ぶ
者
に
禁
絶
し
て
為
さ
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
、
と
い
う（
１
）。）

「
毋
は
、史
記
に
無
に
作
る
、是
な
り
。」（
つ
ま
り
、「
毋
」
の
字
は
、『
史
記
』
に
は
「
無
」

の
字
に
な
っ
て
い
て
、「
無
」
の
字
の
ほ
う
が
正
し
い
、
と
い
う
こ
と
。
張
載
は
、
こ
の

「
毋
」
を
も
禁
止
の
言
葉
と
し
、
孔
子
が
人
に
こ
の
四
者
を
禁
絶
す
る
こ
と
を
教
え
て
い

る
、
と
い
う
。
だ
が
、
程
伊
川
（
程
頤
）
は
「
こ
の
「
毋
」
の
字
は
、
禁
止
の
辞
で
は

な
い
。」
と
言
う
。
程
伊
川
は
、
聖
人
に
は
も
と
も
と
こ
の
四
者
が
な
い
の
だ
か
ら
、
禁

止
す
る
必
要
が
な
い
の
だ
、と
い
う（
２
）。）「
意
は
、私
意
な
り
。」（
つ
ま
り
、「
意
」
は
、「
私

意
」
の
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。「
聖
人
之
心
更
無
些
子
渣
滓
。」（
聖
人
の
心
に
は

も
と
も
と
ほ
ん
の
少
し
の
「
渣
滓
」
も
な
い
。）
と
い
う
よ
う
に
、「
私
意
」
は
「
渣
滓
」

と
も
言
い
、
聖
人
の
心
に
は
ほ
ん
の
少
し
「
私
意
」
も
な
く
、
そ
の
心
は
透
き
通
っ
た

透
明
体
で
あ
る
。
ま
た
、「
不
順
理
、
則
只
是
自
家
私
意
。」（
理
に
従
わ
な
け
れ
ば
、
た

だ
自
分
の
私
意
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。）
と
も
い
う
よ
う
に
、「
私
意
」
は
「
理
」
に
従
わ

な
い
こ
と
で
あ
る
。「
理
」
は
、「
則
」「
徳
」「
実
体
」
の
諸
語
と
同
義
の
場
合
が
あ
り
、「
耳

之
德
聰
、
目
之
德
明
。」「
能
視
遠
謂
之
明
、
所
視
不
遠
、
不
謂
之
明
。
能
聽
德
謂
之
聰
、

所
聽
非
德
、
不
謂
之
聰
。」（「
耳
の
徳
は
「
聡
」
で
、
目
の
徳
は
「
明
」
で
あ
る
。」「
よ

く
遠
い
と
こ
ろ
が
見
え
る
の
を
「
明
」
と
言
い
、
見
え
る
の
が
遠
く
な
け
れ
ば
「
明
」

と
は
言
え
な
い
。
よ
く
聞
こ
え
る
の
を
「
聡
」
と
言
い
、
聞
こ
え
る
の
が
よ
く
聞
こ
え

な
け
れ
ば
、「
聡
」
と
は
言
え
な
い
の
だ
。」）
と
い
う
よ
う
に
、耳
と
目
の
「
徳
」
は
即
ち
、

耳
と
目
の
「
性
質
」
と
し
て
の
機
能
・
能
力
で
あ
り
、「
窮
理
」（「
致
知
」「
格
物
」）
と
は
、

つ
ま
り
、
事
物
の
性
質
を
窮
め
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、「
今
試
以
衆
人
之
力
共
推
一
舟

於
陸
、
必
不
能
行
、
方
見
得
舟
果
不
能
以
行
陸
也
、
此
之
謂
實
體
。」（
い
ま
、
試
み
て

多
く
の
人
が
力
を
合
わ
せ
て
一
艘
の
舟
を
陸
で
推
し
進
め
て
み
て
も
、
き
っ
と
舟
を
前

進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
そ
こ
で
、
船
が
本
当
に
陸
で
は
前
進
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
実
体
」
と
言
う
の
だ
。）
と
い
う

よ
う
に
、「
理
」（「
実
体
」）
は
、
実
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
客
観
的
な
認
識
・
知

識
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、「
私
意
」
は
、「
理
」
に
従
わ
な
い
こ
と
だ
か
ら
、
そ
れ
が
つ

ま
り
、現
在
の
い
う
「
私
意
・
憶
測
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
人
欲
」「
私
欲
」

も
「
私
意
」
と
同
義
の
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
が
あ
る（
３
）。）「
必
は
、
必
を
期
す

な
り
。」（
つ
ま
り
、「
必
」
は
、思
う
通
り
に
な
る
こ
と
を
望
む
、と
い
う
こ
と
。「
必
」
は
、

こ
こ
で
は
、「
期
」（
予
期
す
る
、
望
む
）
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。「
大
人
言
行
、
不
先

期
於
信
果
。」（「
大
人
」（
つ
ま
り
「
仁
者
」「
君
子
」）
の
言
動
は
、
予
め
そ
の
通
り
に

な
る
よ
う
に
望
む
こ
と
を
し
な
い
。）
と
い
う
よ
う
に
、「
必
」
と
は
、
事
前
に
事
が
思

う
通
り
に
な
る
こ
と
を
望
む
こ
と
で
あ
る（
４
）。）「

固
は
、執
滯
な
り
。」（
つ
ま
り
、「
固
」
は
、

固
執
の
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。「
如
做
一
件
事
不
是
了
、
只
管
固
執
、
道
我
做
得

是
。」（
例
え
ば
一
つ
の
事
を
正
し
く
処
理
し
て
い
な
か
っ
た
の
に
、ひ
た
す
ら
固
執
し
て
、

「
私
は
正
し
く
処
理
で
き
た
」
と
言
う
。）
と
い
う
よ
う
に
、
事
後
に
自
分
の
非
を
頑
な
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に
認
め
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る（
５
）。）「
我
は
、
己
を
私
す
る
な
り
。」（
つ
ま
り
、「
我
」

は
、
自
分
に
と
っ
て
便
利
な
こ
と
し
か
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
。「
只
管
就
己
上
計
較
利

害
。」（
ひ
た
す
ら
利
益
と
損
害
を
細
か
く
計
算
し
比
較
す
る
。）
と
い
う
よ
う
に
、「
我
」

は
、
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
こ
と
だ
が
、
即
ち
「
私
意
」
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る（
６
）。）

「
四
者
は
、
終
始
を
相
ひ
為
す
。
意
に
起
こ
り
、
必
に
遂
げ
、
固
に
留
ま
り
、
而
し
て
我

に
成
る
な
り
。」（
つ
ま
り
、「
意
」「
必
」「
固
」「
我
」
の
四
者
が
、
終
わ
り
と
始
ま
り

を
互
い
に
す
る
も
の
で
あ
る
。「
不
問
理
之
是
非
」（「
理
」
に
適
う
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
）

一
つ
の
事
を
行
お
う
と
思
う
と
（「
意
」
が
起
こ
り
）、
そ
の
事
が
思
う
通
り
に
な
る
こ

と
を
事
前
に
望
み
（「
必
」
に
遂
げ
）、
そ
の
事
が
事
後
に
望
み
通
り
に
な
っ
た
或
い
は

な
ら
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
固
執
し
て
心
に
留
ま
り
（「
固
」
に
留
ま
り
）、
そ
こ

で
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
こ
と
に
な
る
（「
我
」
に
な
る
）、
と
い
う
こ
と
。
自
分

の
こ
と
し
か
考
え
な
い
こ
と
は
即
ち
「
意
」（「
私
意
」）
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

故
に
、「
意
、
是
我
之
發
端
。
我
、
是
意
之
成
就
。」（「
意
」
は
、「
我
」
の
発
端
で
あ
る
。

「
我
」
は
、「
意
」
の
成
就
で
あ
る
。）
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
四
者
は
、「
相
因
如
循
環
」

（
互
い
に
起
因
す
る
の
が
循
環
す
る
こ
と
の
よ
う
だ
）「
展
轉
不
已
」（
循
環
し
て
已
ま
な

い
）
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
聖
人
作
事
、
初
無
私
意
。
或
為
、
或
不
為
、
不
在

己
意
、
而
惟
理
之
是
從
、
又
何
固
、
必
、
有
我
哉
。」（
聖
人
が
事
を
為
す
の
は
、
最
初

か
ら
「
私
意
」
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
或
い
は
為
す
、或
い
は
為
さ
な
い
、自
分
の
「
意
」

に
よ
る
の
で
は
な
く
て
、た
だ
「
理
」
に
従
う
だ
け
だ
か
ら
、ま
た
ど
う
し
て
「
固
」「
必
」、

「
我
」
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。）
と
い
う
よ
う
に
、
聖
人
の
場
合
、
事
物
に
当
た
っ
て
は
、

た
だ
事
物
の
「
理
」（
性
質
）
に
従
う
だ
け
で
あ
っ
て
、こ
の
四
者
が
な
い
は
ず
で
あ
る（
７
）。）

思
う
に
、「
意
」
は
必
ず
常
に
事
前
に
起
こ
り
、「
固
」「
我
」
は
常
に
事
後
に
あ
り
、「
我
」

が
ま
た
「
意
」
を
生
ず
る
に
至
れ
ば
、「
物
欲
」（
朱
子
哲
学
に
お
い
て
は
、
人
間
の
不

善
が
生
ず
る
原
因
と
し
て
、「
気
稟
」
と
「
物
欲
」
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
の
二
者
は
と
も
に

生
ま
れ
つ
き
の
も
の
で
あ
り
、
互
い
に
影
響
し
合
う
も
の
で
あ
る
。
人
間
が
外
物
に
接

し
て
心
が
動
い
て
「
七
情
」
が
現
れ
、「
情
既
熾
而
益
蕩
、
其
性
鑿
矣
。」（「
情
」
が
激

し
け
れ
ば
逸
脱
し
や
す
く
、そ
の
「
性
」（
仁
義
礼
智
の
徳
）
が
損
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。）

と
い
う
よ
う
に
、外
物
に
接
し
て
の
生
じ
た
情
欲
も
「
性
」
を
損
な
う
こ
と
が
あ
る
。「
気

稟
」
と
「
物
欲
」
に
蔽
わ
れ
な
い
た
め
に
は
、「
致
知
」「
格
物
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。「
物
欲
」
は
、つ
ま
り
、外
物
に
接
し
て
の
生
じ
た
情
欲
の
こ
と
で
あ
る
。

「
物
欲（
８
）」）
が
牽
引
し
て
、「
意
、
必
、
固
、
我
」
の
四
者
が
循
環
し
て
已
ま
な
い
の
で
あ
る
。

〇
程
子
（
程
頤（
９
））
が
言
っ
た
。「
こ
の
「
毋
」
の
字
は
、
禁
止
の
言
葉
で
は
な
い
。
聖
人

に
は
も
と
も
と
こ
の
四
者
が
な
い
の
だ
か
ら
、ど
う
し
て
禁
止
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。」

張
子
（
張
載（
（1
（

）
が
言
っ
た
。「「
意
」「
必
」「
固
」「
我
」
の
四
者
の
中
一
つ
で
も
あ
れ
ば
、

「
天
地
と
相
ひ
似
ず
。」（
つ
ま
り
、「
仁
」
に
違
う
の
で
あ
る（
（1
（

。）」
楊
氏
（
楊
時
、
字
は

中
立
、亀
山
先
生（
（1
（

）
が
言
っ
た
。「「
智
」（「
知
以
て
聖
人
を
知
る
に
足
り
」
の
「
知
」
は
、

『
論
語
精
義
』
で
は
「
智
」
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
に
従
う
。「
智
者
、
知
之
所
及
。」

（
智
と
は
、
知
る
こ
と
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
る（
（1
（

。）
と
あ
る
よ
う
に
、「
智
」
は
、
こ
こ
で
は
、

つ
ま
り
、「
持
っ
て
い
る
知
識
」
の
意
で
あ
る
。
そ
の
知
識
）
が
聖
人
の
こ
と
を
十
分
に

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
詳
細
に
観
察
し
て
「
黙
識
」（
つ
ま
り
、
口
に
出
さ
ず
に
内
心

に
記
憶
し
て
心
が
聖
人
と
通
じ
て
い
る（
（1
（

）
人
で
は
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
記
録
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。」

注
：

（
1
）�『
朱
子
語
類
』
中
庸
三
・
第
二
十
二
章
「
問
「「
至
誠
盡
性
、
盡
人
、
盡
物
」
如

何
是
「
盡
」。」
曰
「
性
便
是
仁
義
禮
智
。「
盡
」
云
者
、
無
所
往
而
不
盡
也
。
盡

於
此
不
盡
於
彼
、
非
盡
也
。
盡
於
外
不
盡
於
內
、
非
盡
也
。
盡
得
這
一
件
、
那

一
件
不
盡
、
不
謂
之
盡
。
盡
得
頭
、
不
盡
得
尾
、
不
謂
之
盡
。
如
性
中
之
仁
、

施
之
一
家
、
而
不
能
施
之
宗
族
、
施
之
宗
族
、
不
能
施
之
鄉
黨
、
施
之
鄉
黨
、

不
能
施
之
國
家
天
下
、
皆
是
不
盡
。
至
於
盡
禮
、
盡
義
、
盡
智
、
亦
如
此
。
至

於
盡
人
、
則
凡
或
仁
或
鄙
、
或
夭
或
壽
、
皆
有
以
處
之
、
使
之
各
得
其
所
。
至

於
盡
物
、
則
鳥
獸
蟲
魚
、
草
木
動
植
、
皆
有
以
處
之
、
使
之
各
得
其
宜
。
盡
性

盡
人
盡
物
、大
概
如
此
。」
又
問
「
盡
心
亦
是
如
此
否
。」
曰
「
未
要
說
同
與
不
同
。

且
須
自
看
如
何
是
心
、
如
何
是
性
、
便
自
見
得
不
同
處
。
如
問
黑
白
、
且
去
認
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取
那
箇
是
白
、
那
箇
是
黑
、
則
不
必
問
、
而
自
能
知
其
不
同
矣
。」
因
曰
「
若
說

大
概
、
則
盡
心
是
知
、
盡
性
是
行
。
盡
心
是
見
得
箇
渾
淪
底
、
盡
性
是
於
零
碎

事
物
上
見
。
盡
心
是
見
得
許
多
條
緒
都
包
在
裏
許
、
盡
性
則
要
隨
事
看
、
無
一

之
或
遺
。
且
如
人
之
一
身
、
雖
未
便
要
歷
許
多
事
、
十
事
盡
得
五
事
、
其
餘
五

事
心
在
那
上
、
亦
要
盡
之
。
其
他
事
、
力
未
必
能
為
、
而
有
能
為
之
理
、
亦
是

盡
也
。
至
誠
之
人
、通
身
皆
是
實
理
、無
少
欠
闕
處
、故
於
事
事
物
物
無
不
盡
也
。」

『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
子
絕
四
章
「
橫
渠
之
意
、
以
「
絕
」
為

禁
止
之
辭
。
是
言
聖
人
將
這
四
者
使
學
者
禁
絕
而
勿
為
。「
毋
」
字
亦
是
禁
止
之

意
。
故
曰
「
自
始
學
至
成
德
、
竭
兩
端
之
教
也
。」
必
、
是
事
之
未
來
處
。
固
、

是
事
之
已
過
處
。」

（
2
）�

中
華
書
局
点
校
本
『
史
記
』
孔
子
世
家
「
孔
子
以
四
教
、
文
、
行
、
忠
、
信
。

絕
四
、
無
意
、
無
必
、
無
固
、
無
我
。」『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・

子
絕
四
章
「
橫
渠
之
意
、
以
「
絕
」
為
禁
止
之
辭
。
是
言
聖
人
將
這
四
者
使
學

者
禁
絕
而
勿
為
。「
毋
」
字
亦
是
禁
止
之
意
。
故
曰
「
自
始
學
至
成
德
、
竭
兩
端

之
教
也
。」
必
、
是
事
之
未
來
處
。
固
，
是
事
之
已
過
處
。」
ま
た
、「
橫
渠
謂
「
意
、

必
、
固
、
我
、
自
始
學
至
成
德
、
竭
兩
端
之
教
」
者
、
謂
夫
子
教
人
絕
此
四
者
、

故
皆
以
「
毋
」
字
為
禁
止
之
辭
。」『
論
語
精
義
』
巻
五
上
「
伊
川
解
曰
、
任
意

之
與
私
己
、
必
行
之
與
固
執
、
各
殊
也
。
…
…
。
又
曰
、
毋
、
非
禁
止
之
詞
。

聖
人
絶
此
四
者
、
何
用
禁
止
。」

（
3
）�『
朱
子
語
類
』
孟
子
七
・
離
婁
下
・
仲
尼
不
為
已
甚
章
「
凡
所
謂
聖
者
、
以
其
渾

然
天
理
、
無
一
毫
私
意
。」『
朱
子
語
類
』
易
十
一
・
上
繋
下
・
右
第
十
章
「
聖

人
胸
中
都
無
纖
毫
私
意
。」『
朱
子
語
類
』
論
語
十
六
・
述
而
篇
・
飯
疏
食
章
「
聖

人
之
心
更
無
些
子
渣
滓
。」『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
子
絕
四
章
「
這

「
意
」
字
、
正
是
計
較
底
私
意
。」
ま
た
、「
問
「
意
如
何
毋
得
。」
曰
「
凡
事
順
理
、

則
意
自
正
。「
毋
意
」
者
、
主
理
而
言
。
不
順
理
、
則
只
是
自
家
私
意
。」『
朱
子

語
類
』
論
語
二
十
七
・
衛
靈
公
篇
・
子
張
問
行
章
「
又
問
「「
質
美
者
明
得
盡
、

渣
滓
便
渾
化
、
與
天
地
同
體
」、
是
如
何
。」
曰
「
明
得
透
徹
、
渣
滓
自
然
渾
化
。」

又
問
「
渣
滓
是
甚
麼
。」
曰
「
渣
滓
是
私
意
人
欲
。
天
地
同
體
處
、如
義
理
之
精
英
。

渣
滓
是
私
意
人
欲
之
未
消
者
。
人
與
天
地
本
一
體
、
只
緣
渣
滓
未
去
、
所
以
有

間
隔
。
若
無
渣
滓
、
便
與
天
地
同
體
。「
克
己
復
禮
為
仁
」、
己
是
渣
滓
、
復
禮

便
是
天
地
同
體
處
。「
有
不
善
未
嘗
不
知
」、
不
善
處
是
渣
滓
。
顏
子
「
三
月
不

違
仁
」、
既
有
限
、
此
外
便
未
可
知
。
如
曾
子
「
為
人
謀
而
不
忠
、
與
朋
友
交
而

不
信
、
傳
而
不
習
」、
是
曾
子
渣
滓
處
。
漆
雕
開
言
「
吾
斯
之
未
能
信
」、
皆
是

有
些
渣
滓
處
。
只
是
質
美
者
、
也
見
得
透
徹
、
那
渣
滓
處
都
盡
化
了
。
若
未
到
此
、

須
當
莊
敬
持
養
、
旋
旋
磨
擦
去
教
盡
。」『
朱
子
語
類
』
學
五
・
讀
書
法
下
「
人

惟
有
私
意
、
聖
賢
所
以
留
千
言
萬
語
、
以
掃
滌
人
私
意
、
使
人
人
全
得
惻
隱
、

羞
惡
之
心
。」『
朱
子
語
類
』
大
學
三
・
傳
六
章
釋
誠
意
「
自
欺
只
是
於
理
上
虧

欠
不
足
、
便
胡
亂
且
欺
謾
過
去
。
如
有
得
九
分
義
理
、
雜
了
一
分
私
意
、
九
分

好
善
、
惡
惡
、
一
分
不
好
、
不
惡
、
便
是
自
欺
。」『
朱
子
語
類
』
大
學
二
・
經

下
「
格
物
、
致
知
、
正
心
、
誠
意
、
不
可
著
纖
毫
私
意
在
其
中
。
椿
錄
云
「
便

不
是
矣
。」
致
知
、
格
物
、
十
事
格
得
九
事
通
透
、
一
事
未
通
透
、
不
妨
。
一
事

只
格
得
九
分
、
一
分
不
透
、
最
不
可
。
凡
事
不
可
著
箇
「
且
」
字
。「
且
」
字
、

其
病
甚
多
。」『
朱
子
語
類
』
程
子
之
書
三
「
致
道
問
「「
仁
則
一
、
不
仁
則
二
」、

如
何
。」
曰
「
仁
則
公
、
公
則
通
、
天
下
只
是
一
箇
道
理
。
不
仁
則
是
私
意
、
故

變
詐
百
出
而
不
一
也
。」『
朱
子
語
類
』
論
語
十
二
・
雍
也
篇
一
・
哀
公
問
弟
子

章
「「
克
己
復
禮
」、
到
得
人
欲
盡
、
天
理
明
、
無
些
渣
滓
、
一
齊
透
徹
、
日
用

之
間
、
都
是
這
道
理
。」『
朱
子
語
類
』
性
理
三
・
仁
義
禮
智
等
名
義
「
耳
之
德
聰
、

目
之
德
明
、
心
之
德
仁
。」『
朱
子
語
類
』
孟
子
九
・
告
子
上
・
性
無
善
無
不
善

章
「「
天
生
蒸
民
、
有
物
有
則
。」
蓋
視
有
當
視
之
則
、
聽
有
當
聽
之
則
、
如
是

而
視
、
如
是
而
聽
、
便
是
。
不
如
是
而
視
、
不
如
是
而
聽
、
便
不
是
。
謂
如
「
視

遠
惟
明
、
聽
德
惟
聰
」。
能
視
遠
謂
之
明
、
所
視
不
遠
、
不
謂
之
明
。
能
聽
德
謂

之
聰
、
所
聽
非
德
、
不
謂
之
聰
。
視
聽
是
物
、
聰
明
是
則
。
推
至
於
口
之
於
味
、

鼻
之
於
臭
、
莫
不
各
有
當
然
之
則
。
所
謂
窮
理
者
、
窮
此
而
已
。」『
朱
子
語
類
』

性
理
一
・
人
物
之
性
氣
質
之
性
「
問
「
理
是
人
物
同
得
於
天
者
。
如
物
之
無
情
者
、
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亦
有
理
否
。」
曰
「
固
是
有
理
、如
舟
只
可
行
之
於
水
、車
只
可
行
之
於
陸
。」」『
朱

子
語
類
』
大
學
二
・
經
下
「
人
多
把
這
道
理
作
一
箇
懸
空
底
物
。
大
學
不
說
窮
理
、

只
說
箇
格
物
、
便
是
要
人
就
事
物
上
理
會
、
如
此
方
見
得
實
體
。
所
謂
實
體
、

非
就
事
物
上
見
不
得
。
且
如
作
舟
以
行
水
、
作
車
以
行
陸
。
今
試
以
衆
人
之
力

共
推
一
舟
於
陸
、
必
不
能
行
、
方
見
得
舟
果
不
能
以
行
陸
也
、
此
之
謂
實
體
。」

（
4
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
子
絕
四
章
「
必
、
是
事
之
未
來
處
。」

ま
た
、「
必
、
是
先
事
而
期
必
。」『
朱
子
語
類
』
孟
子
二
・
公
孫
丑
上
之
上
・
問

夫
子
加
齊
之
卿
相
章
「
或
問
「
必
有
事
焉
、
而
勿
正
」。
曰
「
正
便
是
期
必
。
集

義
多
、
則
浩
然
之
氣
自
生
。
若
著
一
箇
意
在
這
裏
等
待
他
生
、
便
為
害
。
今
日

集
得
多
少
義
、
又
等
他
氣
生
。
明
日
集
得
多
少
義
、
又
等
他
氣
生
、
這
都
是
私
意
、

只
成
得
一
箇
助
長
。恁
地
、則
不
惟
氣
終
不
會
生
、這
所
集
之
義
已
不
得
為
是
了
。」

『
孟
子
集
注
』
離
婁
章
句
下
「
孟
子
曰
、
大
人
者
、
言
不
必
信
、
行
不
必
果
、
惟

義
所
在
。」
朱
子
注
「
必
、
猶
期
也
。
大
人
言
行
、
不
先
期
於
信
果
、
但
義
之
所
在
、

則
必
從
之
、
卒
亦
未
嘗
不
信
果
也
。
尹
氏
云
「
主
於
義
、
則
信
果
在
其
中
矣
。

主
於
信
果
、則
未
必
合
義
。」
王
勉
曰
「
若
不
合
於
義
而
不
信
不
果
、則
妄
人
爾
。」」

『
孟
子
集
注
』
離
婁
章
句
上
「
惟
大
人
為
能
格
君
心
之
非
。
君
仁
莫
不
仁
、
君
義

莫
不
義
、
君
正
莫
不
正
。
一
正
君
而
國
定
矣
。」
朱
子
注
「
惟
有
大
人
之
德
、
則

能
格
其
君
心
之
不
正
以
歸
於
正
、
而
國
無
不
治
矣
。
大
人
者
、
大
德
之
人
、
正

己
而
物
正
者
也
。」『
孟
子
集
注
』
離
婁
章
句
下
「
孟
子
曰
、
非
禮
之
禮
、
非
義

之
義
、
大
人
弗
為
。」
朱
子
注
「
察
理
不
精
、
故
有
二
者
之
蔽
。
大
人
則
隨
事
而

順
理
、
因
時
而
處
宜
、
豈
為
是
哉
。」

（
5
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
子
絕
四
章
「
必
、
在
事
先
。
固
、
在
事
後
。

如
做
一
件
事
不
是
了
、
只
管
固
執
、
道
我
做
得
是
。」
ま
た
「
必
、
在
事
先
。
固
、

在
事
後
。
固
、
只
是
滯
不
化
。」
ま
た
「
固
、
是
事
之
已
過
處
。」

（
6
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
子
絕
四
章
「
曰
「
我
、
是
有
人
己
之
私

否
。」
曰
「
人
自
是
人
、
己
自
是
己
、
不
必
把
人
對
說
。
我
、
只
是
任
己
私
去
做
、

便
於
我
者
則
做
、
不
便
於
我
者
則
不
做
。
只
管
就
己
上
計
較
利
害
、
與
人
何
相
關
。

人
多
要
人
我
合
一
、
人
我
如
何
合
得
。
呂
銘
曰
「
立
己
與
物
、
私
為
町
畦
。」
他

們
都
說
人
己
合
一
。
克
己
、
只
是
克
去
己
私
、
如
何
便
說
到
人
己
為
一
處
、
物

我
自
有
一
等
差
。
只
是
仁
者
做
得
在
這
裏
了
、
要
得
人
也
如
此
、
便
推
去
及
人
。

所
以
「
親
親
而
仁
民
、仁
民
而
愛
物
」。
人
我
只
是
理
一
、分
自
不
同
。」
ま
た
「
我
、

私
意
成
就
。」
ま
た
「
我
、
有
方
也
。
方
、
所
也
、
猶
言
有
限
隔
也
。」

（
7
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
子
絕
四
章
「
意
、
私
意
之
發
。
必
、
在

事
先
。
固
、
在
事
後
。
我
、
私
意
成
就
。
四
者
相
因
如
循
環
。」
ま
た
、「
曰
「
必
、

固
之
私
輕
。
意
、
我
之
私
重
否
。」
曰
「
意
、
必
、
固
、
我
、
只
一
套
去
。
意
是

初
創
如
此
、
有
私
意
、
便
到
那
必
處
。
必
、
便
到
固
滯
不
通
處
。
固
、
便
到
有

我
之
私
處
。
意
、
是
我
之
發
端
。
我
、
是
意
之
成
就
。」
ま
た
、「
意
、
必
、
固
、
我
、

亦
自
有
先
後
。
凡
起
意
作
一
事
、
便
用
必
期
之
望
。
所
期
之
事
或
未
至
、
或
已
過
、

又
執
滯
而
留
於
心
、
故
有
有
我
之
患
。
意
是
為
惡
先
鋒
、
我
是
為
惡
成
就
。
正

如
四
德
、
貞
是
好
底
成
就
處
、
我
是
惡
底
成
就
處
。」
ま
た
、「
余
國
秀
問
「
毋
意
、

必
、
固
、
我
」。
曰
「
意
、
是
發
意
要
如
此
。
必
、
是
先
事
而
期
必
。
固
、
是
事

過
而
執
滯
。
到
我
、
但
知
有
我
、
不
知
有
人
。
必
之
時
淺
、
固
之
時
長
。
譬
如

士
人
赴
試
、
須
要
必
得
、
到
揭
榜
後
、
便
已
必
不
得
了
。
但
得
則
喜
、
喜
不
能

得
化
。
不
得
則
慍
、慍
亦
不
能
得
化
、以
此
知
固
時
久
也
。
意
是
始
、我
是
終
、必
、

固
在
中
間
、
亦
是
一
節
重
似
一
節
也
。」
又
云
「「
言
必
信
、
行
必
果
。」
言
自
合

著
信
、行
自
合
著
果
、何
待
安
排
。
才
有
心
去
必
他
、便
是
不
活
、便
不
能
久
矣
。」

ま
た
、「
意
者
、
有
我
之
端
。
我
、
則
意
之
效
。
先
立
是
意
、
要
如
此
而
為
之
、

然
後
有
必
、
有
固
、
而
一
向
要
每
事
皆
己
出
也
。
聖
人
作
事
、
初
無
私
意
。
或
為
、

或
不
為
、
不
在
己
意
、
而
惟
理
之
是
從
、
又
何
固
、
必
、
有
我
哉
。」
ま
た
、「
問

「「
意
、
私
意
也
。
我
、
私
己
也
。」
看
得
來
私
己
是
箇
病
根
、
有
我
則
有
意
。」

曰「
意
是
初
發
底
意
思
、我
則
結
撮
成
箇
物
事
矣
。
有
我
則
又
起
意
、展
轉
不
已
。」

ま
た
、「
吳
仁
父
問
「
意
、
必
、
固
、
我
」。
曰
「
須
知
四
者
之
相
生
。
凡
人
做
事
、

必
先
起
意
、
不
問
理
之
是
非
、
必
期
欲
事
成
而
已
。
事
既
成
、
是
非
得
失
已
定
、

又
復
執
滯
不
化
、
是
之
謂
固
。
三
者
只
成
就
得
一
箇
我
。
及
至
我
之
根
源
愈
大
、
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少
間
三
者
又
從
這
裏
生
出
。
我
生
意
、
意
又
生
必
、
必
又
生
固
、
又
歸
宿
於
我
。」

ま
た
、「
吳
伯
英
問
「
意
、
必
、
固
、
我
」。
曰
「
四
者
始
於
我
、
而
終
於
我
。

人
惟
有
我
、
故
任
私
意
。
既
任
私
意
、
百
病
俱
生
。
做
事
未
至
、
而
有
期
必
之
心
。

事
既
有
過
、則
有
固
滯
之
患
。
凡
若
此
者
、又
只
是
成
就
一
箇
我
耳
。」ま
た
、「「
絕

四
」。
先
生
曰
「
此
四
者
亦
是
相
因
底
始
於
有
私
意
。
有
私
意
、
定
是
有
期
必
。

既
期
必
、
又
生
固
滯
、
却
結
裏
做
箇
有
我
出
來
。」
ま
た
、「
問
「
意
、
必
、
固
、
我
、

有
無
次
第
。」
曰
「
意
、
是
私
意
始
萌
、
既
起
此
意
。
必
、
是
期
要
必
行
。
固
、

是
既
行
之
後
、
滯
而
不
化
。
我
、
是
緣
此
後
便
只
知
有
我
。
此
四
者
似
有
終
始

次
序
。
必
者
、
迎
之
於
前
。
固
者
、
滯
之
於
後
。」

（
8
）�『
朱
子
語
類
』
性
理
一
・
人
物
之
性
氣
質
之
性
「
此
只
當
以
人
品
賢
愚
清
濁
論
。

有
合
下
發
得
善
底
、
也
有
合
下
發
得
不
善
底
、
也
有
發
得
善
而
為
物
欲
所
奪
、

流
入
於
不
善
底
。
極
多
般
樣
。」『
朱
子
語
類
』
學
三
・
論
知
行
「
所
謂
窮
理
、

大
底
也
窮
、
小
底
也
窮
、
少
間
都
成
一
箇
物
事
。
所
謂
持
守
者
、
人
不
能
不
牽

於
物
欲
、
才
覺
得
、
便
收
將
來
。
久
之
、
自
然
成
熟
。
非
謂
截
然
今
日
為
始
也
。」

『
朱
子
語
類
』
學
七
・
力
行
「
不
為
物
欲
所
昏
、
則
渾
然
天
理
矣
。」『
朱
子
語
類
』

大
學
一
・
經
上
「
問
「
明
明
德
」。
曰
「
人
皆
有
丢
明
處
、
但
為
物
欲
所
蔽
、
剔

撥
去
了
。
只
就
明
處
漸
明
將
去
。
然
須
致
知
、
格
物
、
方
有
進
步
處
、
識
得
本

來
是
甚
麼
物
。」
ま
た
、「
人
本
有
此
理
、
但
為
氣
稟
物
欲
所
蔽
。
若
不
格
物
、

致
知
、
事
至
物
來
、
七
顛
八
倒
。」
ま
た
、「
蓋
人
心
至
靈
、
有
什
麼
事
不
知
、

有
什
麼
事
不
曉
、
有
什
麼
道
理
不
具
在
這
裏
。
何
緣
有
不
明
。
為
是
氣
稟
之
偏
、

又
為
物
欲
所
亂
。」
ま
た
、「
人
本
來
皆
具
此
明
德
、
德
內
便
有
此
仁
義
禮
智
四
者
。

只
被
外
物
汨
沒
了
不
明
、
便
都
壞
了
。
所
以
大
學
之
道
、
必
先
明
此
明
德
。
若

能
學
、
則
能
知
覺
此
明
德
、
常
自
存
得
、
便
去
刮
剔
、
不
為
物
欲
所
蔽
。」『
論

語
集
注
』
雍
也
「
哀
公
問
、
弟
子
孰
為
好
學
。
孔
子
對
曰
、
有
顏
回
者
好
學
、

不
遷
怒
、
不
貳
過
。
不
幸
短
命
死
矣
。
今
也
則
亡
、
未
聞
好
學
者
也
。」
朱
子
注

「
曰「
天
地
儲
精
、得
五
行
之
秀
者
為
人
。
其
本
也
真
而
靜
。
其
未
發
也
五
性
具
焉
、

曰
仁
、
義
、
禮
、
智
、
信
。
形
既
生
矣
、
外
物
觸
其
形
而
動
於
中
矣
。
其
中
動

而
七
情
出
焉
、
曰
喜
、
怒
、
哀
、
懼
、
愛
、
惡
、
欲
。
情
既
熾
而
益
蕩
、
其
性

鑿
矣
。」『
朱
子
語
類
』
大
學
五
或
問
下
・
傳
五
章
・
然
則
吾
子
之
意
亦
可
得
而

悉
聞
一
段
「
又
問
「
客
氣
暴
怒
、
害
事
為
多
、
不
知
是
物
欲
耶
、
氣
稟
耶
。」
曰

「
氣
稟
物
欲
亦
自
相
連
著
。
且
如
人
稟
得
性
急
、
於
事
上
所
欲
必
急
、
舉
此
一
端
、

可
以
類
推
。」
又
曰
「
氣
稟
、
物
欲
生
來
便
有
、
要
無
不
得
、
只
逐
旋
自
去
理
會

消
磨
。
大
要
只
是
觀
得
理
分
明
、
便
勝
得
他
。」

（
9
）�『
論
語
精
義
』
巻
五
上
「
伊
川
解
曰
、
任
意
之
與
私
己
、
必
行
之
與
固
執
、
各
殊
也
。

又
語
録
曰
、
意
者
、
任
意
。
必
者
、
必
行
。
固
者
、
固
執
。
我
者
、
私
己
。
又
曰
、

無
自
任
私
意
、
無
必
為
、
無
固
執
、
無
有
已
。
又
曰
、
敬
、
則
無
己
。
可
克
學

之
始
、
則
須
從
絶
四
去
。
又
曰
、
君
子
之
學
在
于
意
必
固
我
、
旣
亡
之
後
、
而

復
于
喜
怒
哀
樂
未
發
之
前
、
則
學
之
至
也
。
又
曰
、
意
必
固
我
、
旣
亡
之
後
、

必
有
事
焉
、
此
學
者
所
宜
盡
心
也
。
又
曰
、
不
以
已
待
物
、
而
以
物
待
物
、
是

則
無
我
。
又
曰
、
至
公
無
私
、
大
同
無
我
、

渺
然
一
身
在
天
地
之
間
、
而
與

天
地
無
以
異
也
、
夫
何
礙
焉
。
佛
氏
厭
苦
根
塵
、
則
是
自
利
而
已
矣
。
又
曰
、

毋
意
者
、
不
妄
意
也
。
毋
我
者
、
循
理
不
可
守
己
也
。
又
曰
、
無
私
意
、
無
必
為
、

無
固
滯
、
無
彼
我
、
乃
曾
子
所
言
也
。
又
曰
、
毋
、
非
禁
止
之
詞
、
聖
人
絶
此

四
者
、
何
用
禁
止
。
意
與
我
相
近
、
固
與
必
相
近
、
須
要
分
别
出
不
同
處
。
意

與
志
别
、
志
是
所
存
處
、
意
是
發
動
處
、
如
先
意
承
志
自
别
也
。
意
發
而
當
則

是
理
也
、
發
而
不
當
是
私
意
也
。
問
、
聖
人
莫
是
任
理
而
不
任
意
否
。
曰
、
然
。」

『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
子
絕
四
章
「
問
「
意
、
必
、
固
、
我
、

伊
川
以
「
發
而
當
者
、
理
也
。
發
而
不
當
者
、
私
意
也
」。
此
語
是
否
。」
曰
「
不

是
如
此
。
所
謂
「
毋
意
」
者
、
是
不
任
己
意
、
只
看
道
理
如
何
。
見
得
道
理
是

合
當
如
此
做
、
便
順
理
做
將
去
、
自
家
更
無
些
子
私
心
、
所
以
謂
之
「
毋
意
」。

若
才
有
些
安
排
布
置
底
心
、
便
是
任
私
意
。
若
元
不
見
得
道
理
、
只
是
任
自
家

意
思
做
將
去
、
便
是
私
意
。
縱
使
發
而
偶
然
當
理
、
也
只
是
私
意
、
未
說
到
當

理
在
。
伊
川
之
語
、
想
是
被
門
人
錯
記
了
、
不
可
知
。」

（
10
）�『
張
子
正
蒙
』
中
正
篇
第
八
「
意
、
有
思
也
。
必
、
有
待
也
。
固
、
不
化
也
。
我
、
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有
方
也
。
四
者
有
一
焉
、
則
與
天
地
為
不
相
似
。」『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・

子
罕
篇
上
・
子
絕
四
章
「
必
、
在
事
先
。
固
、
在
事
後
。
有
意
、
必
、
固
三
者
、

乃
成
一
箇
我
。
如
道
是
我
恁
地
做
、蓋
固
滯
而
不
化
、便
成
一
箇
我
。
橫
渠
曰「
四

者
有
一
焉
、
則
與
天
地
不
相
似
。」」
ま
た
、「
問
「
橫
渠
謂
「
四
者
有
一
焉
、
則

與
天
地
不
相
似
。」
略
有
可
疑
。」
曰
「
人
之
為
事
、
亦
有
其
初
未
必
出
於
私
意
、

而
後
來
不
能
化
去
者
。
若
曰
「
絕
私
意
、則
四
者
皆
無
」、則
曰
「
子
絕
一
」
便
得
、

何
用
更
言
「
絕
四
」。
以
此
知
四
者
又
各
是
一
病
也
。」

（
11
）�『
周
易
本
義
』
繋
辞
上
傳
「
與
天
地
相
似
、
故
不
違
。
知
周
乎
萬
物
而
道
濟
天
下
、

故
不
過
。」
朱
子
注
「
此
聖
人
盡
性
之
事
也
。
天
地
之
道
、
知
仁
而
已
。
知
周
萬

物
者
、
天
也
。
道
濟
天
下
者
、
地
也
。
知
且
仁
、
則
知
而
不
過
矣
。」

（
12
）�『
論
語
精
義
』
巻
五
上
「
楊
曰
、
毋
意
者
、
毋
私
意
而
已
。
若
誠
意
、
則
不
可
無
也
。

毋
、
必
、
則
惟
義
所
在
。
無
固
、
則
與
時
偕
行
。
毋
我
、
則
道
通
為
一
。
非
智

足
以
知
聖
人
、
詳
視
而
黙
識
之
、
不
足
以
記
此
。」

（
13
）�『
孟
子
集
注
』
萬
章
章
句
下
「
始
條
理
者
、智
之
事
也
。
終
條
理
者
、聖
之
事
也
。」

朱
子
注
「
智
者
、
知
之
所
及
。
聖
者
、
德
之
所
就
也
。」『
朱
子
語
類
』
大
學
二
・

經
下
「
所
以
貴
格
物
、
如
佛
、
老
之
學
、
它
非
無
長
處
、
但
它
只
知
得
一
路
。

其
知
之
所
及
者
、
則
路
逕
甚
明
、
無
有
差
錯
。
其
知
所
不
及
處
、
則
皆
顛
倒
錯
亂
、

無
有
是
處
、
緣
無
格
物
工
夫
也
。」

（
14
）�『
論
語
集
注
』
述
而
「
子
曰
、
默
而
識
之
、
學
而
不
厭
、
誨
人
不
倦
、
何
有
於
我

哉
。」
朱
子
注
「
識
、
記
也
。
默
識
、
謂
不
言
而
存
諸
心
也
。
一
說
、
識
、
知
也
。

不
言
而
心
解
也
。
前
說
近
是
。」『
論
語
集
注
』
先
進
「
子
曰
、回
也
非
助
我
者
也
、

於
吾
言
無
所
不
說
。」
朱
子
注
「
助
我
、若
子
夏
之
起
予
、因
疑
問
而
有
以
相
長
也
。

顏
子
於
聖
人
之
言
、
默
識
心
通
、
無
所
疑
問
。
故
夫
子
云
然
、
其
辭
若
有
憾
焉
、

其
實
乃
深
喜
之
。」

第
五
章

子
畏
於
匡
。
曰
、
文
王
既
沒
、
文
不
在
茲
乎
。
天
之
將
喪
斯
文
也
、
後
死
者
不
得

與
於
斯
文
也
。
天
之
未
喪
斯
文
也
、
匡
人
其
如
予
何
。

（「
匡
」
と
は
、
匡
人
（
宋
国
匡
城
の
簡
子
と
い
う
人
が
率
い
た
鎧
を
着
た
兵
士
）

が
孔
子
を
包
囲
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
文
」
は
、
こ
こ
で
は
、
礼
楽
制

度
で
あ
る
が
、「
道
」
の
顕
現
で
あ
る
か
ら
、「
道
」
と
言
っ
て
も
よ
い
も
の
で
あ

る
。「
茲
」
は
、「
こ
こ
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
孔
子
が
自
分
を
指
し
て
言
っ
て
い

る
も
の
で
、
即
ち
「
こ
の
我
が
身
」
の
意
で
あ
る
。「
後
死
者
」
と
は
、「
ま
だ
亡

く
な
っ
て
い
な
い
人
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、「
ま
だ
死
ん

で
い
な
い
こ
の
私
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。）

孔
子
が
匡
人
に
警
戒
し
て
い
た
。
孔
子
が
言
わ
れ
た
。「
文
王
は
既
に
お
亡
く
な

り
に
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
文
（
つ
ま
り
文
王
の
道
）
は
こ
の
我
が
身
に
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
も
し
天
が
こ
の
文
を
滅
ぼ
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
だ
死
ん
で
い

な
い
こ
の
私
は
こ
の
文
を
あ
ず
か
る
こ
と
を
得
な
い
は
ず
だ
。
天
が
ま
だ
こ
の
文

を
滅
ぼ
し
て
い
な
い
か
ら
に
は
、
匡
人
が
私
に
何
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
（
つ
ま
り
、
匡
人
が
き
っ
と
天
の
意
思
に
逆
ら
っ
て
私
を
殺
害
す
る
こ
と
が

で
き
る
は
ず
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
）。」

集
注

　

畏
者
、
有
戒
心
之
謂
。
匡
、
地
名
。
史
記
云
「
陽
虎
曾
暴
於
匡
、
夫
子
貌
似
陽
虎
、

故
匡
人
圍
之
。」

　

道
之
顯
者
謂
之
文
、
蓋
禮
樂
制
度
之
謂
。
不
曰
道
而
曰
文
、
亦
謙
辭
也
。
茲
、
此
也
、

孔
子
自
謂
。

　

喪
、
與
、
皆
去
聲
。
〇
馬
氏
曰
「
文
王
既
沒
、
故
孔
子
自
謂
後
死
者
。
言
天
若
欲
喪

此
文
、
則
必
不
使
我
得
與
於
此
文
。
今
我
既
得
與
於
此
文
、
則
是
天
未
欲
喪
此
文
也
。

天
既
未
欲
喪
此
文
、
則
匡
人
其
柰
我
何
。
言
必
不
能
違
天
害
己
也
。」
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訳
　
「
畏
」
と
は
、「
戒
心
」（
つ
ま
り
、警
戒
す
る
心（
１
））

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
匡
」

は
、
地
名
（
つ
ま
り
、
宋
国
の
匡
城
の
こ
と（
２
））
で
あ
る
。『
史
記
』（『
史
記
』
孔
子
世
家
）

に
は
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
陽
虎
嘗
て
匡
に
暴
す
。
夫
子
の
貌
陽
虎
に
似
た
り
、

故
に
匡
人
之
を
囲
む
。」（
つ
ま
り
、
陽
虎
は
以
前
、
宋
国
匡
城
の
人
々
に
対
し
て
暴
虐

を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
孔
子
の
容
貌
は
陽
虎
に
似
て
い
て
、
そ
れ
故
に
、
匡
人
は
孔

子
を
包
囲
し
た
、
と
い
う
こ
と
。「
陽
虎
」
は
、
名
は
虎
、
字
は
貨
、
故
に
別
名
は
陽
貨
、

魯
国
の
大
夫
季
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
が
、
季
桓
子
を
囚
え
て
魯
国
の
国
政
を
独
裁
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。「
匡
人
」
と
は
、
匡
城
の
簡
子
と
い
う
人
が
率
い
た
鎧
を

着
た
兵
士
の
こ
と
で
あ
る（
３
）。）

　
「
道
の
顕
な
る
者
は
、之
を
文
と
謂
ひ
、蓋
し
礼
楽
制
度
の
謂
ひ
な
り
。」（
つ
ま
り
、「
道
」

の
顕
現
し
た
も
の
は
、
こ
れ
を
「
文
」
と
言
い
、
思
う
に
、「
礼
楽
制
度
」
の
こ
と
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
。「
道
」
は
、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
人
間
や
万
物
に
は
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
「
性
」（「
理
」、つ
ま
り
、性
質
）
が
備
わ
っ
て
い
て
、そ
の
「
性
」

（「
理
」）
に
従
っ
て
の
人
々
の
共
に
由
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
即
ち
「
道
」
で
あ
る
。
例
え
ば
、

牛
に
は
鼻
輪
を
付
け
る
が
、
馬
に
は
頭
絡
を
付
け
る
、
こ
れ
は
、
牛
と
馬
と
の
そ
の
「
性
」

（
性
質
）
が
異
な
る
こ
と
に
由
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。「
礼
楽

制
度
」
は
、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
古
代
（
夏
殷
周
の
三
代
）
の
先
王
や
聖
人
た
ち
が

思
慮
を
尽
く
し
て
作
成
し
た
礼
楽
制
度
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
万
世
に
お
い
て
実
施

さ
れ
て
も
弊
害
の
な
い
も
の
だ
か
ら
、
滅
ぼ
さ
れ
て
失
っ
て
し
ま
っ
て
考
証
で
き
な
く

な
る
こ
と
を
常
に
恐
れ
て
い
た
の
で
あ
る（
４
）。）
孔
子
が
「
道
」
と
言
わ
れ
ず
「
文
」
と
言

わ
れ
た
の
は
、「
亦
た
謙
辞
な
り
。」（
つ
ま
り
、
こ
れ
も
ま
た
孔
子
が
謙
虚
な
表
現
で
表

す
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
即
ち
、「
文
」
は
、
こ
こ
で
は
、「
道
」
の
意
で
あ
り
、

文
王
は
既
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
の
だ
が
、
文
王
の
「
道
」
は
ま
だ
こ
こ
に
（
つ
ま

り
孔
子
に
）
存
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
謙
虚
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る（
５
）。）「
茲
は
、

此
な
り
、
孔
子
自
ら
謂
ふ
。」（
つ
ま
り
、「
茲
」
は
、「
こ
こ
」
で
あ
り
、
孔
子
が
自
身

を
指
し
て
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。「
在
茲
」（
こ
こ
（
つ
ま
り
こ
の

我
が
身
）
に
あ
る
）
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
は
、
つ
ま
り
、「
天
未
だ
斯
の
文
を
喪
ぼ
さ
ざ

る
な
り
。」（
天
が
ま
だ
こ
の
文
王
の
道
を
滅
ぼ
し
て
い
な
い
の
だ
。）
と
い
う
こ
と
で
あ

る（
６
）。）

　
「
喪
」、「
與
」
は
、
皆
「
去
声
」（
皆
第
四
声
、
つ
ま
り
、「
喪
」
は
「
滅
ぼ
す
」
の
意
で
、

「
與
」
は
「
あ
ず
か
る
」
の
意
）
で
あ
る
。
〇
馬
氏
（
馬
融
、字
は
季
長
、後
漢
の
政
治
家
、

学
者（
７
）。）が
言
っ
た
。「「
文
王
既
に
没
す
。
故
に
孔
子
自
ら
後
に
死
す
る
者
と
謂
ふ
。」（
つ

ま
り
、
文
王
は
既
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
、
孔
子
が
自
分
を
指

し
て
「
後
死
者
」（
つ
ま
り
、
ま
だ
亡
く
な
っ
て
い
な
い
人
、
ま
だ
死
ん
で
い
な
い
こ
の

私
）
と
言
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
。
こ
の
文
は
、『
論
語
集
解
』
で
は
何
晏
が
孔
安

国
の
注
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
り
、馬
融
の
注
で
は
な
い（
８
）。）「
そ
の
意
味
は
こ
う
で
あ
る
。

「
天
若
し
此
の
文
を
喪
ぼ
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
必
ず
我
を
し
て
此
の
文
に
与
る
こ
と

を
得
さ
し
め
ず
。」（
つ
ま
り
、
天
が
も
し
こ
の
文
を
滅
ぼ
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
き
っ

と
私
に
こ
の
文
を
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
は
さ
せ
な
い
は
ず
だ
、
と
い
う
こ

と
。
孔
子
の
こ
の
言
葉
は
、
こ
れ
も
ま
た
匡
人
に
包
囲
さ
れ
て
緊
急
状
態
の
中
で
、
思

わ
ず
お
っ
し
ゃ
っ
た
も
の
で
あ
る（
９
）。）「
今
我
既
に
此
の
文
に
与
る
こ
と
を
得
れ
ば
、
則

ち
是
れ
天
の
未
だ
此
の
文
を
喪
ぼ
さ
ん
と
欲
せ
ざ
る
な
り
。」（
つ
ま
り
、
い
ま
私
は
既

に
こ
の
文
を
さ
ず
か
る
こ
と
を
得
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
天
が
ま
だ
こ
の
文
を
滅
ぼ
そ

う
と
し
て
い
な
い
こ
と
だ
、と
い
う
こ
と
。「
天
の
将
に
斯
の
文
を
喪
ぼ
さ
ん
と
す
」、「
天

の
未
だ
斯
の
文
を
喪
ぼ
さ
ず
」、
こ
れ
ら
の
語
を
見
る
と
、
た
だ
天
の
意
思
の
如
何
を
見

る
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
が
重
要
で
は
な
く
、
重
要
な
の
は
聖
賢
の
「
大
節
」（
命

の
危
機
に
直
面
し
て
も
動
揺
し
な
い
節
操
）
が
現
れ
出
た
そ
の
所
以
を
見
る
こ
と
で
あ

る（
（1
（

。）「
天
既
に
未
だ
此
の
文
を
喪
ぼ
さ
ん
と
欲
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
匡
人
其
れ
我
を
奈
何

せ
ん
。
必
ず
天
に
違
ひ
て
己
を
害
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
を
言
へ
る
な
り
。」（
つ
ま
り
、

天
が
既
に
ま
だ
こ
の
文
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
て
い
な
い
か
ら
に
は
、
匡
人
が
私
に
何
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
匡
人
が
き
っ
と
天
の
意
思
に
逆
ら
っ
て
私
を

殺
害
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。「
匡
人
其

れ
我
を
奈
何
せ
ん
。」
と
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
も
、
も
し
か
し
た
ら
匡
人
に
殺
さ
れ
る
か
も



『
論
語
集
注
』
訳
注
（
子
罕
第
九 （
一
））　
孫
　
路
易
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し
れ
な
い
。
孔
子
に
も
十
分
に
自
信
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る（
（1
（

。）」

注
：

（
1
）�『
孟
子
集
注
』
公
孫
丑
章
句
下
「
當
在
薛
也
、
予
有
戒
心
。
辭
曰
「
聞
戒
。」
故

為
兵
餽
之
、
予
何
為
不
受
。」
朱
子
注
「
時
人
有
欲
害
孟
子
者
、
孟
子
設
兵
以
戒

備
之
。
薛
君
以
金
餽
孟
子
、
為
兵
備
。
辭
曰
「
聞
子
之
有
戒
心
也
」。

（
2
）�『
史
記
』
孔
子
世
家
「
將
適
陳
、
過
匡
。
…
…
。
匡
人
聞
之
、
以
為
魯
之
陽
虎
。

陽
虎
嘗
暴
匡
人
、
匡
人
於
是
遂
止
孔
子
。」
張
守
節
正
義
「
故
匡
城
、
在
滑
州
匡

城
縣
西
南
十
里
。」
司
馬
貞
索
隠
「
匡
、
宋
邑
也
。
家
語
云
「
匡
人
簡
子
以
甲
士

圍
夫
子
。」」

（
3
）�『
史
記
』
孔
子
世
家
「
匡
人
聞
之
、
以
為
魯
之
陽
虎
。
陽
虎
嘗
暴
匡
人
、
匡
人
於

是
遂
止
孔
子
。
孔
子
狀
類
陽
虎
、
拘
焉
五
日
。」『
論
語
集
注
』
陽
貨
「
陽
貨
欲

見
孔
子
、
孔
子
不
見
、
歸
孔
子
豚
。」
朱
子
注
「
陽
貨
、
季
氏
家
臣
、
名
虎
。
嘗

囚
季
桓
子
而
專
國
政
。」『
論
語
注
疏
』
陽
貨
「
陽
貨
欲
見
孔
子
、
孔
子
不
見
。」

何
晏
注
「
孔
曰
、
陽
貨
、
陽
虎
也
。
季
氏
家
臣
、
而
專
魯
國
之
政
、
欲
見
孔
子
、

使
仕
。」
邢
昺
疏
「「
陽
貨
欲
見
孔
子
」
者
、
陽
貨
、
陽
虎
也
。
蓋
名
虎
、
字
貨
。

為
季
氏
家
臣
、
而
專
魯
國
之
政
、
欲
見
孔
子
、
將
使
之
仕
也
。」『
孔
子
家
語
』

困
誓
「
孔
子
之
宋
、
匡
人
簡
子
以
甲
士
圍
之
。
子
路
怒
、
奮
戟
將
與
戰
。
孔
子

止
之
、
曰
「
惡
有
脩
仁
義
而
不
免
俗
者
乎
。
夫
詩
、
書
之
不
講
、
禮
樂
之
不
習
、

是
丘
之
過
也
。
若
以
述
先
王
好
古
法
而
為
咎
者
、
則
非
丘
之
罪
也
。
命
夫
、
歌
。

予
和
汝
。」
子
路
彈
琴
而
歌
、
孔
子
和
之
、
曲
三
終
、
匡
人
解
甲
而
罷
。」

（
4
）�『
中
庸
章
句
』
第
一
章
「
天
命
之
謂
性
、
率
性
之
謂
道
。」
朱
子
注
「
道
、
猶
路
也
。

人
物
各
循
其
性
之
自
然
、
則
其
日
用
事
物
之
間
、
莫
不
各
有
當
行
之
路
、
是
則

所
謂
道
也
。」『
論
語
集
注
』
為
政
「
五
十
而
知
天
命
。」
朱
子
注
「
天
命
、
即
天

道
之
流
行
而
賦
於
物
者
、乃
事
物
所
以
當
然
之
故
也
。」『
論
語
集
注
』
學
而
「
子

曰
、
君
子
食
無
求
飽
、
居
無
求
安
、
敏
於
事
而
慎
於
言
、
就
有
道
而
正
焉
、
可

謂
好
學
也
已
。」
朱
子
注
「
凡
言
道
者
、
皆
謂
事
物
當
然
之
理
、
人
之
所
共
由
者

也
。」『
朱
子
語
類
』
學
三
・
論
知
行
「
如
穿
牛
鼻
、
絡
馬
首
、
這
也
是
天
理
合

當
如
此
。
若
絡
牛
首
、
穿
馬
鼻
、
定
是
不
得
。」『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子

罕
篇
上
・
子
畏
於
匡
章
「
問
「「
天
之
將
喪
斯
文
」、「
未
喪
斯
文
」、文
即
是
道
否
。」

曰
「
既
是
道
、
安
得
有
喪
、
未
喪
。
文
亦
先
王
之
禮
文
。
聖
人
於
此
、
極
是
留
意
。

蓋
古
之
聖
人
既
竭
心
思
焉
、
將
行
之
萬
世
而
無
弊
者
也
、
故
常
恐
其
喪
失
而
不

可
考
。」」
ま
た
、「
問
「
呂
氏
曰
「
文
者
、
前
後
聖
之
所
修
、
道
則
出
乎
天
而
已
。

故
孔
子
以
道
之
廢
興
付
之
命
、
以
文
之
得
喪
任
諸
己
。」」
曰
「
道
只
是
有
廢
興
、

却
喪
不
得
。
文
如
三
代
禮
樂
制
度
、
若
喪
、
便
掃
地
。」」

（
5
）�『
論
語
集
注
』
為
政
「
子
曰
、「
吾
十
有
五
而
志
于
學
、
三
十
而
立
、
四
十
而
不
惑
、

五
十
而
知
天
命
、
六
十
而
耳
順
、
七
十
而
從
心
所
欲
、
不
踰
矩
。」
朱
子
注
「
愚

謂
聖
人
生
知
安
行
、
固
無
積
累
之
漸
、
然
其
心
未
嘗
自
謂
已
至
此
也
。
是
其
日

用
之
間
、
必
有
獨
覺
其
進
而
人
不
及
知
者
。
故
因
其
近
似
以
自
名
、
欲
學
者
以

是
為
則
而
自
勉
、
非
心
實
自
聖
而
姑
為
是
退
託
也
。
後
凡
言
謙
辭
之
屬
、
意
皆

放
此
。」

（
6
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
子
畏
於
匡
章
「「
文
不
在
茲
乎
」、
言
「
在

茲
」、
便
是
「
天
未
喪
斯
文
」。」『
論
語
集
解
義
疏
』
子
罕
「
文
王
既
沒
、
文
不

在
茲
乎
。」
何
晏
集
解
「
孔
安
國
曰
、
兹
、
此
也
。
言
文
王
雖
已
没
、
其
文
見
在
此
。

此
、
自
此
、
其
身
也
。」
皇
侃
義
疏
「
曰
「
文
王
既
沒
文
不
在
兹
乎
」
者
、
孔
子

得
圍
而
自
說
己
德
、
欲
使
匡
人
知
己
。
兹
、
此
也
。
孔
子
自
此
、
已
也
。
言
昔

文
王
聖
徳
、
有
文
章
以
教
化
天
下
也
。
文
王
今
既
没
、
則
文
章
宜
須
人
傳
。
傳

文
章
者
、
非
我
而
誰
。
故
云
「
文
王
既
没
、
文
不
在
兹
乎
」、
言
此
我
當
傳
之
也
。」

（
7
）�『
後
漢
書
』
巻
九
十
上
・
馬
融
列
傳
五
十
上
「
馬
融
字
季
長
、
扶
風
茂
陵
人
也
。

…
…
。
三
遷
、
桓
帝
時
為
南
郡
太
守
。
…
…
。
獻
帝
時
位
至
太
傅
。
…
…
。
注

孝
經
、
論
語
、
詩
、
易
、
三
禮
、
尚
書
、
列
女
傳
、
老
子
、
淮
南
子
、
離
騷
、

所
著
賦
、
頌
、
碑
、
誄
、
書
、
記
、
表
、
奏
、
七
言
、
琴
歌
、
對
策
、
遺
令
、

凡
二
十
一
篇
。」

（
8
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
子
畏
於
匡
章
「「
後
死
者
」、
夫
子
自
謂
也
。
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「
死
」
字
對
「
沒
」
字
。」
ま
た
、「「
後
死
者
」
是
對
上
文
「
文
王
」
言
之
。
如

曰
「
未
亡
人
」
之
類
、此
孔
子
自
謂
也
。」『
論
語
集
解
』
の
何
晏
の
注
に
は
「
孔

安
國
曰
、
文
王
旣

、
故
孔
子
自
謂
後
死
也
。
言
天
將
喪
此
文
者
、
本
不
當
使

我
知
之
、
今
使
我
知
、
未
欲
喪
也
。」「
馬
融
曰
、
如
予
何
者
、
猶
言
奈
我
何
也
。

天
之
未
喪
此
文
也
、則
我
當
傳
之
、匡
人
欲
柰
我
何
、言
其
不
能
違
天
而
害
己
也
。」

と
あ
る
。

（
9
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
子
畏
於
匡
章
「
與
「
天
生
德
於
予
」
意

思
一
般
。
斯
文
既
在
孔
子
、
孔
子
便
做
著
天
在
。
孔
子
此
語
、
亦
是
被
匡
人
圍

得
緊
後
、方
說
出
來
。
又
問
「
孔
子
萬
一
不
能
免
匡
人
之
難
時
、如
何
。」
曰
「
孔

子
自
見
得
了
。」」
ま
た
、「「
子
畏
於
匡
」
一
節
、
看
來
夫
子
平
日
不
曾
如
此
說
、

往
往
多
謙
抑
、
與
此
不
同
。」
先
生
笑
云
「
此
却
是
真
箇
事
急
了
、
不
覺
說
將
出

來
。」

（
10
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
子
畏
於
匡
章
「
敬
之
問
「
明
道
「「
舍

我
其
誰
」、
是
有
所
受
命
之
辭
。「
匡
人
其
如
予
何
」、
是
聖
人
自
做
著
天
裏
。
孟

子
是
論
世
之
盛
衰
、
己
之
去
就
、
故
聽
之
於
天
。
孔
子
言
道
之
盛
衰
、
自
應
以

己
任
之
。」
未
審
此
說
如
何
。」
曰
「
不
消
如
此
看
。
明
道
這
說
話
、固
是
說
未
盡
。

如
孔
子
云
「
天
之
將
喪
斯
文
」、「
天
之
未
喪
斯
文
」、
看
此
語
也
只
看
天
如
何
。

只
是
要
緊
不
在
此
處
、
要
緊
是
看
聖
賢
所
以
出
處
大
節
。」」『
論
語
集
註
』
泰
伯

「
曾
子
曰
、
可
以
託
六
尺
之
孤
、
可
以
寄
百
里
之
命
、
臨
大
節
而
不
可
奪
也
。
君

子
人
與
。
君
子
人
也
。」
朱
子
注
「
其
才
可
以
輔
幼
君
、
攝
國
政
、
其
節
至
於
死

生
之
際
而
不
可
奪
、
可
謂
君
子
矣
。
與
、
疑
辭
。
也
、
決
辭
。
設
為
問
答
、
所

以
深
著
其
必
然
也
。
程
子
曰
「
節
操
如
是
、
可
謂
君
子
矣
。」」

（
11
）�『
朱
子
語
類
』
論
語
十
八
・
子
罕
篇
上
・
子
畏
於
匡
章
「
問
「
程
子
云
「
夫
子
免

於
匡
人
之
圍
、
亦
苟
脫
也
。」
此
言
何
謂
。」
曰
「
謂
當
時
或
為
匡
人
所
殺
、
亦

無
十
成
。」
某
云
「
夫
子
自
言
「
匡
人
其
如
予
何
」、
程
子
謂
「
知
其
必
不
能
違

天
害
己
」、
何
故
却
復
有
此
說
。」
曰
「
理
固
如
是
、
事
則
不
可
知
。」」


